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一
九
世
紀
後
半
〜
二
〇
世
紀
前
半
の
日
本
に
お
け
る
ミ
シ
ン
普
及
の
趨
勢
と
経
路

　
　

│
マ
ル
ク
ス
の
ミ
シ
ン
論
に
触
れ
て

│

岩　

本　

真　

一

は
じ
め
に

　

日
本
に
お
け
る
ミ
シ
ン
普
及
は
、
一
九
世
紀
最
後
の
四
半
世
紀
か

ら
、
外
国
製
輸
入
を
も
っ
て
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。

　

幕
末
開
港
期
の
日
本
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ミ
シ
ン
は
、
政

治
家
レ
ベ
ル
で
の
贈
呈
や
土
産
に
と
ど
ま
る
。
マ
シ
ュ
ー
・
カ
ル
ブ

レ
ー
ス
・
ペ
リ
ー
は
一
八
五
四
（
嘉
永
七
）
年
の
来
日
時
、
将
軍
家

定
の
夫
人
天
障
院
敬
子
に
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ラ
ー
＆
ウ
ィ
ル
ソ
ン
社

製
ミ
シ
ン
を
贈
呈
し
た
。
中
浜
万
次
郎
が
持
ち
帰
っ
た
の
も
ウ
ィ
ラ

ー
＆
ウ
ィ
ル
ソ
ン
社
製
で
あ
っ
た

A
C
B

。

　

一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
、
幕
府
開
成
所
で
ミ
シ
ン
研
究
が
開
始

さ
れ
、
ド
イ
ツ
製
の
横
引
環
縫
ミ
シ
ン
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は

居
留
地
貿
易
の
ド
イ
ツ
商
人
ア
ー
プ
ル
ヒ
が
介
在
し
、
七
一
年
に
は

明
治
政
府
が
ド
イ
ツ
製
の
輸
入
を
開
始
し
た

A
D
B

。
こ
の
よ
う
に
、
一
九

世
紀
中
期
の
日
本
で
は
、
ア
メ
リ
カ
製
と
ド
イ
ツ
製
が
登
場
し
、
ミ

シ
ン
開
発
の
一
翼
を
な
し
た
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
輸
入
は
小
規
模
に
と

ど
ま
り
続
け
た
。

　

一
九
世
紀
末
に
か
け
て
は
、
ド
イ
ツ
製
ミ
シ
ン
と
一
部
の
イ
ギ
リ

ス
製
ミ
シ
ン
が
輸
入
動
向
を
左
右
し
た
。
ア
メ
リ
カ
製
ミ
シ
ン
、
な

か
で
も
シ
ン
ガ
ー
社
製
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
の
は
二
〇
世
紀
に

入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
国
産
化
の

動
き
が
顕
著
と
な
り
、
パ
イ
ン
・
ミ
シ
ン
（
現
、
蛇
の
目
系
列
）、
安

井
ミ
シ
ン
（
現
、
ブ
ラ
ザ
ー
系
列
）、
三
菱
電
機
な
ど
に
よ
っ
て
本
格

的
に
着
手
さ
れ
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
家
庭
用
ミ
シ
ン
を
軸
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に
輸
出
化
が
実
現
し
た

A
E
B

。

　

管
見
の
限
り
、
こ
れ
ま
で
の
ミ
シ
ン
研
究
は
、
シ
ン
ガ
ー
社
か
国

産
メ
ー
カ
ー
の
い
ず
れ
か
に
焦
点
を
当
て
た
企
業
史
や
ミ
シ
ン
産
業

史
が
中
心
で
あ
る
。
幕
末
・
開
港
期
の
ミ
シ
ン
輸
入
動
向
や
シ
ン
ガ

ー
社
の
日
本
進
出
、
対
シ
ン
ガ
ー
社
を
意
識
し
た
国
産
化
に
つ
い
て

は
、『
日
本
ミ
シ
ン
産
業
史

A
F
B

』
が
明
瞭
な
解
説
を
行
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
シ
ン
ガ
ー
社
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
市
場
の
開
拓
戦

略
と
、
地
球
規
模
で
の
多
国
籍
企
業
化
を
詳
細
に
検
討
し
た
、
小
原

博

A
G
B

、D
on B

A
H
B

issell

等
の
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
戦
後
の
国

産
メ
ー
カ
ー
台
頭
を
シ
ン
ガ
ー
社
再
上
陸
阻
止
と
い
う
文
脈
で
検
討

し
た
桑
原
哲
也

A
I
B

の
研
究
も
存
在
す
る
。
ま
た
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ゴ

ー
ド
ン
は
、
シ
ン
ガ
ー
社
上
陸
後
の
日
本
で
、
良
妻
賢
母
、
自
活
・

自
立
、
合
理
的
・
投
機
的
、
自
己
快
楽
の
四
点
に
つ
い
て
、
ミ
シ
ン

が
日
本
の
女
性
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

A
J
B

。

　

右
記
先
行
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
本
稿
で
は
、
一
九
世
紀
後
半
か

ら
二
〇
世
紀
前
半
を
対
象
に
、
第
一
節
で
、
ミ
シ
ン
を
設
置
し
た

様
々
な
工
場
や
家
庭
の
具
体
例
を
示
す
。
第
二
節
で
は
、
ミ
シ
ン
輸

入
台
数
と
日
本
国
内
累
積
台
数
を
推
計
し
、
主
な
販
売
者
で
あ
る
シ

ン
ガ
ー
社
や
、
利
用
者
で
あ
る
工
場
や
家
庭
に
焦
点
を
当
て
、
日
本

に
お
け
る
ミ
シ
ン
普
及
経
路
を
パ
タ
ー
ン
化
す
る
。
第
一
節
の
ミ
シ

ン
設
置
状
況
や
第
二
節
の
普
及
経
路
を
ふ
ま
え
、
第
三
節
で
は
、
ミ

シ
ン
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
ミ
シ
ン
の
特
徴
か
ら

敷
衍
し
機
械
化
の
特
質
に
着
目
し
た
マ
ル
ク
ス
の
観
点
に
触
れ
、
こ

れ
ま
で
の
資
本
主
義
像
に
新
し
い
視
角
を
提
起
す
る
。

一　

ミ
シ
ン
設
置
先
の
具
体
例

（
１
）工　

場

【
ａ
】　

陸
軍
被
服
廠
と
軍
服
受
託
工
場

　
「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、
明
治
政
府
は
七
一
年
に
ド
イ

ツ
製
ミ
シ
ン
の
輸
入
を
開
始
し
て
い
る
。
一
五
年
後
の
一
八
八
六
年

一
二
月
に
設
立
さ
れ
た
東
京
陸
軍
被
服
本
廠
で
は
、
ミ
シ
ン
縫
製
に

も
と
づ
く
軍
服
中
心
の
衣
料
生
産
が
行
な
わ
れ
た

A
K
B

。
こ
の
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
一
九
世
紀
末
に
は
ド
イ
ツ
製
が
利
用
さ
れ
た
と
い
え
る
。

「
本
省
並
陸
軍
諸
官
衙
返
納
被
服
品
取
扱
手
続

A
L
B

」（
陸
軍
第
一
五
六
号
、

一
八
八
九
年
一
〇
月
二
九
日
交
付
）
で
は
、
軍
服
の
「
返
納
」
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
九
〇
年
前
後
の
軍
服
は
貴
重
品

で
あ
っ
た
。
の
ち
、
遅
く
と
も
一
九
二
〇
年
代
に
は
シ
ン
ガ
ー
社
製

ミ
シ
ン
に
移
行
し
て
い
る

A
M
B

。

　

表
１
の
と
お
り
、
陸
軍
被
服
廠
の
職
工
数
は
一
九
〇
六
年
か
ら
確

認
さ
れ
る
。
一
九
〇
六
年
か
ら
一
一
年
ま
で
は
、
東
京
、
大
阪
、
広
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島
の
三
廠
が
統
計
さ
れ
て
い
る
。
三
工
場
全
体
の
職
工
数
は
一
〇
年

ま
で
伸
び
続
け
、
一
一
年
に
約
三
〇
〇
名
が
減
少
し
た
の
ち
、
一
七

年
ま
で
二
五
〇
〇
名
前
後
に
と
ど
ま
る
。
一
八
年
に
は
約
四
五
〇
〇

名
に
急
増
し
、
一
九
年
、
二
〇
年
は
四
〇
三
〇
名
、
五
六
六
六
名
と

い
う
規
模
と
な
っ
た
。
広
島
派
出
所
が
広
島
支
廠
へ
昇
格
し
た
の
は

〇
七
年
の
こ
と
で
、
こ
の
時
期
か
ら
広
島
支
廠
が
大
阪
支
廠
を
超
え

る
規
模
の
職
工
数
を
擁
し
は
じ
め
た
。
二
二
年
の
三
〇
九
四
名
は
二

工
場
の
集
計
で
あ
る
。
本
廠
は
計
上
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

他
の
一
工
場
が
大
阪
支
廠
か
広
島
支
廠
か
は
定
か
で
な
い
。
関
東
大

震
災
の
被
害
を
受
け
た
二
三
年
を
み
る
と
、
本
廠
の
み
で
二
二
八
一

名
の
職
工
が
存
在
し
、
翌
二
四
年
は
震
災
の
影
響
で
一
七
〇
三
名
に

落
ち
た
が
、
一
工
場
で
二
〇
〇
〇
名
程
度
の
職
工
数
を
擁
す
る
規
模

で
あ
っ
た
。
本
廠
で
は
二
〇
〇
〇
台
前
後
の
ミ
シ
ン
が
稼
働
・
設
置

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
、
軍
服
生
産
は
陸
軍
被
服
廠
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
表
２
は
、『
工
場
通
覧
』
に
軍
服
受
託
工
場
と
し
て
登
載
さ

れ
た
民
間
工
場
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る

A
N
B

。

　

一
九
〇
四
年
に
は
、
山
代
洋
服
店
工
場
（
石
川
県
）、
能
久
裁
縫

工
場
（
熊
本
県
）、
陸
軍
被
服
裁
縫
工
場
（
富
山
県
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、

「
軍
服
裁
縫
」、「
陸
軍
被
服
」、「
軍
隊
用
被
服
裁
縫
」
と
記
載
さ
れ

表 1　陸軍被服廠の職工数推移（1906～24年）

年 職工計（名） 本廠（東京） 大阪支廠 広島支廠 備　考
男性 女性 合計 男性 女性 男性 女性 男性 女性

1906 512 626 1,138 334 304 133 322 45
1907 365 841 1,206 225 303 118 273 22 265 広島派出所、支廠へ昇格
1908 452 1,190 1,642 238 442 155 303 59 445
1909 873 1,454 2,327 415 567 370 429 88 458
1910 1,264 2,230 3,494 610 924 448 558 206 748
1911 1,184 1,994 3,178 564 823 334 456 286 715
1912 1,015 1,516 2,531 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶
1913 998 1,594 2,592 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶
1914 1,031 1,473 2,504 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶
1915 1,062 1,650 2,712 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶
1916 1,028 1,517 2,545 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶
1917 1,064 1,749 2,813 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶
1918 1,554 2,861 4,415 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶
1919 1,423 2,607 4,030 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶
1920 1,994 3,672 5,666 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ 両年は同一データ1921 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶
1922 1,278 1,816 3,094 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ 工場数 2
1923 1,033 1,248 2,281 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ 陸軍被服本廠のみ
1924 751 952 1,703 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ 陸軍被服本廠のみ
1925 「諸官庁直轄工場」として省別集計
1926 「官営工場」として一括集計
出典：内閣統計局編『日本帝国統計年鑑』各年版より作成。
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表 2　『工場通覧』登載の軍服受託工場（1904年調査）

調査年 所在地 工場名 製造品種 創業
職工数（名）

男 女

1904

熊本県熊本市 山代洋服店工場 軍服裁縫 1892年 3月 11

石川県金沢市 能久裁縫工場 軍隊用被服裁縫 1903年 4月 107 13

富山県富山市 陸軍被服裁縫工場（株式会
社富山組） 陸軍被服 1904年10月 30 15

1907

兵庫県津名郡 塩田村軍服裁縫工場 服裁縫 1904年 3月 1 21

石川県金沢市 軍用被服淺野裁縫工場 軍用被服裁縫 1906年12月 30 15

富山県富山市 株式会社富山組被服裁縫工
場 陸軍被服 1904年10月 41 8

1909

兵庫県津名郡 塩田軍服裁縫工場 軍服 1892年 3月 4 14

兵庫県多紀郡 合資会社丹陽組被服部工場 陸軍被服類 1908年11月 3 2

広島県呉市 和田裁縫場 海軍被服裁縫 1899年 8月 2 3

広島県呉市 山本洋服製造所 海軍被服 1897年 5月 2 3

広島県広島市 広島一心会 陸軍被服裁縫 1908年 1月 1 34

1916

東京都芝区愛宕
下町 植村久五郎 海軍武官服 1873年 19

京都府加佐郡 株式会社大倉組裁縫工場 海軍下士卒被服裁
縫 1914年 9月 8 60

京都府加佐郡 財団法人舞鶴海軍下士卒家
族共励会 海軍被服並仕立 1904年10月 74

長崎県佐世保市 佐世保海軍工廠共済会家族
授産場 海軍被服品裁縫 1907年 7月 9 100

1917
京都府加佐郡 株式会社大倉組裁縫工場 海軍下士卒被服裁

縫 1914年 9月 8 62

長崎県佐世保市 佐世保海軍工廠現業員共済
会家族授産場

海軍被服類裁縫及
職工事業服 1907年 7月 10 100

1919 京都府加佐郡 舞鶴海軍下士卒家族共励会
工場

海軍下士卒用被服
艦団用需品裁縫 1904年10月 1 74

1920

神奈川県横須賀
市

横須賀下士卒家族奨励会工
場 海軍用各種裁縫 1903年 1月 49

神奈川県横須賀
市 横須賀防水布製造工場 海軍用雨衣、防水

布 1909年10月 2 10

長崎県佐世保市 佐世保海軍工廠現業員共済
会家族授産場

職工服、海軍用艦
需品、雑裁縫品 1907年 3月 10 80

長崎県佐世保市 佐世保下士卒家族共励会工
場

海軍下士卒用被服
及艦営需品裁縫、
靴下製織

1904年11月 164

出典：農商務省商工局工務課編纂『工場通覧』より作成。
注１：登載基準は職工 10 名以上。1909 年調査は 5名以上。
　２：軍服工場のみ記載し、帽子や天幕などは除外した。
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て
い
る
。

　

職
工
一
〇
〇
名
以
上
を
擁
し
た
の
は
三
工
場
で
あ
る
。
一
九
〇
四

年
調
査
で
は
能
久
裁
縫
工
場
（
石
川
県
金
沢
市
、
一
九
〇
三
年
四
月
創

業
）
が
男
性
一
三
名
、
女
性
一
二
〇
名
を
雇
用
し
て
い
る
。
一
九
〇

七
年
設
立
の
「
佐
世
保
海
軍
工
廠
共
済
会
家
族
授
産
場
」
は
、
一
九

一
六
年
時
で
職
工
一
〇
九
名
（
男
性
九
名
、
女
性
一
〇
〇
名
）、
一
七

年
は
一
一
〇
名
（
男
性
一
〇
名
、
女
性
一
〇
〇
名
）、
二
〇
年
調
査
で

は
九
〇
名
（
男
性
一
〇
名
、
女
性
九
〇
名
）
と
な
っ
て
い
る
。
当
授
産

場
は
、
継
続
的
に
登
載
さ
れ
て
い
る
大
規
模
な
軍
服
受
託
工
場
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
、
同
じ
佐
世
保
市
で
一
九
〇
四
年
一
一
月
に
設
立

さ
れ
た
「
佐
世
保
下
士
卒
家
族
共
励
会
工
場
」
で
、
女
性
の
み
一
六

四
名
を
擁
す
る
工
場
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
三
工
場
は
、
い
ず
れ
も
一

九
〇
〇
年
代
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　

約
五
〇
名
以
上
の
職
工
を
擁
し
た
工
場
で
は
、
一
九
〇
四
年
一
〇

月
に
京
都
府
加
佐
郡
で
設
立
さ
れ
た
「
財
団
法
人
舞
鶴
海
軍
下
士
卒

家
族
共
励
会
」
が
あ
り
、
一
九
一
六
年
調
査
で
七
四
名
、
一
九
一
九

年
調
査
で
七
五
名
の
女
性
が
勤
務
し
た
。
同
じ
京
都
府
加
佐
郡
で
一

九
一
四
年
九
月
に
創
業
し
た
「
株
式
会
社
大
倉
組
裁
縫
工
場
」
で
は

七
〇
名
近
く
の
職
工
が
従
事
し
て
い
る
。

　

職
工
五
〜
二
〇
名
程
度
の
工
場
を
み
る
と
、
山
代
洋
服
店
工
場

（
熊
本
県
熊
本
市
）、
塩
田
村
軍
服
裁
縫
工
場
（
兵
庫
県
津
名
郡
）、
和

田
裁
縫
場
、
山
本
洋
服
製
造
所
（
と
も
に
広
島
県
呉
市
）、
植
村
久
五

郎
（
東
京
都
芝
区
愛
宕
下
町
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
職
工
数
か
ら
み
た
場
合
、
軍
服
生
産
は
様
々
な
規

模
の
工
場
に
委
託
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
ら
に
は
、
株

式
会
社
富
山
組
の
よ
う
に
「
陸
軍
被
服
」
に
特
化
し
た
工
場
を
備
え

た
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
長
崎
県
佐
世
保
市
や
広
島
県
呉
市
で
の
海

軍
服
向
け
受
託
工
場
が
目
立
つ
。
特
に
海
軍
の
場
合
は
被
服
工
廠
を

も
た
な
い
た
め
、
周
辺
で
は
受
託
工
場
が
様
々
な
規
模
で
広
範
に
展

開
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
ｂ
】　

大
阪
府
・
福
岡
県
の
足
袋
製
造
業
者

　

日
本
の
衣
服
産
業
を
戦
前
・
戦
後
と
つ
う
じ
て
検
討
し
た
中
込
省

三
『
日
本
の
衣
服
産
業

│
衣
料
品
の
生
産
と
流
通

A
O
B

』
に
よ
る
と
、

大
手
の
足
袋
製
造
業
は
、
一
八
八
〇
年
代
末
に
ミ
シ
ン
を
導
入
し
た

と
い
わ
れ
る
。
や
が
て
ミ
シ
ン
は
、
環
縫
い
か
ら
本
縫
い
へ
変
わ
り
、

手
廻
式
、
足
踏
式
か
ら
モ
ー
タ
ー
駆
動
へ
と
変
化
し
た
。
ま
た
、
工

程
ご
と
に
専
用
ミ
シ
ン
の
開
発
も
行
な
わ
れ
、
外
国
製
ミ
シ
ン
の
改

造
も
進
ん
だ
。
そ
う
し
て
、
一
九
一
七
年
の
甲
馳
付
け
ミ
シ
ン
や
一

九
二
二
年
の
掛
糸
と
お
し
を
最
後
に
、
足
袋
製
造
に
必
要
な
各
工
程

の
機
械
化
が
完
了
し
た
。
一
九
一
八
年
に
は
大
戦
好
況
に
よ
っ
て
足
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袋
生
産
額
が
ピ
ー
ク
に
達
し
、
一

時
期
の
福
助
足
袋
は
一
社
で
中
小

産
地
の
全
生
産
額
を
超
え
る
よ
う

な
事
態
ま
で
生
じ
た
。
し
か
し
、

一
九
二
〇
年
恐
慌
に
よ
っ
て
全
国

の
足
袋
産
地
は
打
撃
を
受
け
、
消

滅
す
る
か
他
の
製
造
に
転
換
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

表
３
は
、
足
袋
生
産
量
を
上
位

五
府
県
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
一
九
一
四
年
、
一
九
二

四
年
両
年
と
も
に
、
大
阪
府
と
福

岡
県
の
両
府
県
が
全
国
足
袋
生
産
額
の
半
数
前
後
を
占
め
て
い
る
。

　

さ
て
、
両
府
県
の
う
ち
、
工
場
規
模
で
一
位
ま
た
は
二
位
を
占
め

て
い
た
工
場
を
紹
介
し
た
の
が
表
４
で
あ
る
。
ま
ず
、
大
阪
の
福
助

足
袋
は
一
八
八
二
年
に
大
阪
府
堺
市
で
創
業
し
た
足
袋
製
造
業
者
で

あ
る
。
創
業
当
初
は
手
縫
い
で
あ
っ
た
が

A
P
B

、
遅
く
と
も
九
〇
年
初
頭

に
は
ミ
シ
ン
を
導
入
し
、
ド
イ
ツ
製
靴
縫
ミ
シ
ン
の
改
良
か
ら
始
ま

り
、
九
五
年
に
は
爪
先
縫
ミ
シ
ン
を
開
発
し
、
特
許
を
取
得
し
て
い

る

A
Q
B

。
一
九
〇
二
年
の
職
工
数
は
、「
丸
福
足
袋
第
一
工
場
」、「
丸
福

足
袋
第
二
工
場
」
合
わ
せ
三
七
九
名
、
〇
四
年
も
同
数
と
な
っ
て
い

る
。
〇
七
年
と
〇
九
年
は
半
数
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
別
工

場
が
登
載
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
一
九
〇
九
年
に
創
業
者

の
辻
本
福
松
が
死
去
し
、「
合
名
会
社
福
助
足
袋
本
店
」
と
改
称
し

た
福
助
は
、
一
六
年
、
一
七
年
と
も
に
職
工
数
三
〇
三
名
を
擁
し
た
。

そ
の
後
、
六
〇
四
名
に
職
工
を
増
員
さ
せ
た
一
九
年
に
は
、
一
〇
月

に
「
福
助
足
袋
」
と
し
て
株
式
会
社
化
し
た
。

　

福
岡
県
の
足
袋
製
造
業
者
は
、「
つ
ち
や
足
袋
」
と
「
し
ま
や
足

袋
」
が
代
表
的
で
あ
る
。「
つ
ち
や
足
袋
」
は
倉
田
雲
平
が
一
八
七

三
年
一
〇
月
に
久
留
米
市
米
屋
町
で
創
業
し
た

A
R
B

。「
つ
ち
や
足
袋
」

は
、
創
業
当
初
は
仕
立
屋
と
し
て
多
種
類
の
製
品
を
扱
っ
て
き
た
経

緯
が
あ
り
、
西
南
戦
争
の
さ
い
、
軍
用
足
袋
と
法
被
の
発
注
を
受
け
、

一
八
九
九
年
に
足
袋
へ
専
業
化
し
た
。「
倉
田
式
縫
底
機
」
を
は
じ

め
と
す
る
複
数
の
特
許
は
こ
の
時
期
以
降
に
取
得
さ
れ
て
い
る

A
S
B

。
〇

九
年
の
職
工
数
は
一
八
七
六
名
（
男
性
二
九
五
名
、
女
性
一
五
八
一

名
）
を
数
え
、
一
〇
年
代
に
五
〇
〇
〜
六
〇
〇
名
に
減
少
す
る
が
、

一
七
年
に
合
名
会
社
化
し
、
二
〇
年
に
は
、
久
留
米
工
場
、
柳
河
工

場
、
田
主
丸
工
場
の
三
工
場
で
一
〇
二
二
名
の
職
工
を
抱
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
「
し
ま
や
足
袋
」
は
、
一
八
九
四
年
六
月
、
も
と
も
と
石
橋
徳
次

　      　表 3　足袋生産上位 5府県比率 （％）

1914年 1924年
大阪 25 大阪 41
福岡 23 福岡 22
埼玉 14 岡山 12
岡山 11 埼玉 12
徳島 10 徳島 3

全国（円） 4,919,645 全国（円） 54,345,861
出典：『工業統計調査』より作成。
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表 4　大規模足袋工場の概要（大阪府・福岡県）
福助足袋（大阪）

調査年 工場名称 製造品種 持主 職工（名）
男 女

1902 丸福足袋第一工場 足袋 辻本福松 22 220
丸福足袋第二工場 足袋 辻本福松 15 122

1904 丸福足袋第一工場 足袋 辻本福松 29 350
1907 辻本足袋縫工場 足袋 辻本福松 22 153
1909 丸福足袋縫工場 足袋 辻本福松 22 153
1916 福助足袋工場 足袋 合名会社福助足袋本店 21 282
1917 福助足袋工場 足袋、小足袋、カバー 合名会社福助足袋本店 33 270

1919 合名会社福助足袋工場
足袋、莫大小子供足
袋、莫大小カバー、
別珍カバー

合名会社福助足袋本店 72 532

1920 福助足袋株式会社工場
足袋、メリヤス小足
袋及カバー、別珍足
袋及カバー

福助足袋株式会社 101 467

つちや足袋（福岡）

調査年 工場名称 製造品種 持主 職工（名）
男 女

1909 つちやたび工場 足袋 倉田雲平 295 1581
1916 つちやたび工場 足袋 倉田雲平 160 320
1917 つちやたび工場 足袋 つちやたび合名会社 211 385
1919 つちや足袋合名会社工場 足袋 つちや足袋合名会社 216 456

1920
つちやたび合名会社久留米工場 足袋 つちやたび合名会社 253 591
つちやたび合名会社柳河工場 足袋 つちやたび合名会社 126
つちやたび合名会社田主丸工場 足袋 つちやたび合名会社 52

しまや足袋（福岡）

調査年 工場名称 製造品種 持主 職工（名）
男 女

1909 しまやたび本店工場 足袋 石橋徳次郎 47 35
1916 志まや足袋工場 足袋 石橋徳次郎 132 309
1917 志まや足袋工場 足袋、織布、製綿 石橋徳次郎 172 657
1919 志まや足袋工場 足袋、織布、製綿 白木足袋株式会社 186 449
1920 日本足袋株式会社しまやたび工場 足袋、織布、製綿 日本足袋株式会社 205 739
出典：『工場通覧』より作成。
注１：1919 年「志まや足袋工場」の持主「白木足袋」は記載通り。
　２：しまや足袋の持主である石橋徳次郎は 2代目である。
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郎
が
久
留
米
市
で
開
い
て
い
た
仕
立
屋
「
し
ま
や
」
を
、
一
九
〇
七

年
に
次
男
正
二
郎
が
足
袋
専
業
化
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る

A
T
B

。
〇
九

年
の
職
工
数
は
八
二
名
（
男
性
四
七
名
、
女
性
三
五
名
）
で
あ
り
、

「
つ
ち
や
足
袋
」
と
は
大
き
な
開
き
が
あ
る
が
、
一
七
年
は
八
二
九

名
、
一
八
年
に
兄
と
二
人
で
資
本
金
一
〇
〇
万
円
の
「
日
本
足
袋
」

株
式
会
社
を
創
立
し
、
翌
一
九
年
は
六
三
五
名
、
二
〇
年
に
は
九
四

四
名
と
な
っ
た
。
石
橋
正
二
郎
の
自
伝
に
よ
る
と
、
二
一
年
に
は
足

袋
に
ゴ
ム
底
を
貼
付
け
る
研
究
を
開
始
し
、
実
験
的
に
、
三
井
三
池

炭
坑
の
労
働
者
約
一
〇
〇
〇
名
へ
供
与
し
た
。
二
年
後
の
二
三
年
に

は
、
ゴ
ム
底
足
袋
の
実
用
新
案
が
認
可
さ
れ
、「
ア
サ
ヒ
地
下
足

袋
」
の
名
称
で
発
売
を
始
め
た

A
U
B

。

　

福
岡
県
の
二
大
足
袋
製
造
業
者
の
概
要
は
以
上
で
あ
る
。
つ
ち
や

足
袋
と
し
ま
や
足
袋
は
、
い
ず
れ
も
ゴ
ム
底
足
袋
の
ゴ
ム
部
分
を
内

製
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ゴ
ム
製
造
部
門
を
拡
張
し
て
い
き
、
そ

れ
ぞ
れ
、
総
合
シ
ュ
ー
ズ
メ
ー
カ
ー
「
ム
ー
ン
ス
タ
ー
」、
ゴ
ム
・

タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
「
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
」
と
な
っ
た
。
ラ
イ
バ
ル
企
業

が
結
果
的
に
足
袋
産
地
や
ゴ
ム
産
地
を
形
成
し
た
と
い
え
よ
う
。

【
ｃ
】　

岡
山
県
の
被
服
製
造
業
者

　

次
に
、
一
九
一
〇
年
代
か
ら
海
軍
水
兵
服
や
学
生
服
な
ど
の
産
地

と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
岡
山
県
の
被
服
製
造
業
に
つ
い
て
、

出
口
稔
編
『
日
本
洋
服
史

│
一
世
紀
の
歩
み
と
未
来
展
望
』、『
大

阪
朝
日
新
聞
』、『
岡
山
県
統
計
年
報
』、『
増
訂
五
版　

日
本
全
國
商

工
人
名
録
』
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
。

　

岡
山
県
で
は
、
一
九
一
〇
年
頃
に
は
岡
山
洋
服
商
組
合
、
岡
山
洋

服
組
合
な
ど
が
設
立
さ
れ

A
V
B

、
一
〇
年
代
半
ば
に
は
「
都
窪
郡
茶
屋
町

に
は
正
織
株
式
会
社
あ
り
。
明
治
十
三
年
細
民
の
授
産
に
便
す
る
の

目
的
に
よ
り
創
設
せ
ら
れ
し
も
の
な
る
が
、
目
下
海
軍
水
兵
服
巡
査

及
び
学
生
服
を
供
給
し
、
今
や
其
需
要
を
満
す
能
わ
ざ
る
の
盛
況
な

り

A
W
B

」
と
あ
る
よ
う
に
、
都
窪
郡
を
中
心
に
、
海
軍
水
兵
服
や
学
生
服

な
ど
の
制
服
産
地
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
。
同
郡
倉
敷
町
で
は
、

「
仁
科
玄
一
」
名
義
の
シ
ン
ガ
ー
販
売
店
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
る

A
X
B

。
学
生
服
の
産
地
形
成
に
ミ
シ
ン
供
給
が
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
三
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
羅
紗
洋
服

製
織
業
者
名
鑑
』
に
よ
る
と
「
岡
山
県
中
等
学
校
制
服
商
業
組
合
」

が
岡
山
市
内
山
下
に
存
在
し
、
組
合
員
数
は
三
一
を
数
え
た

A
Y
B

。

　

さ
て
、『
岡
山
県
統
計
年
報
』
の
「
其
他
ノ
工
業
」
へ
「
被
服
其

他
ノ
裁
縫
品
製
造
」
が
初
出
す
る
の
は
一
九
二
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。

登
載
基
準
の
「
職
工
徒
弟
」
五
名
以
上
を
満
た
し
た
工
場
数
は
七
三

で
あ
る
。
前
年
に
統
計
さ
れ
て
い
る
「
足
袋
」
が
、
二
三
年
に
は
記

載
さ
れ
て
い
な
い
。
二
二
年
に
「
足
袋
」
は
同
基
準
で
六
五
の
工
場
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数
を
数
え
る
の
で
、「
足
袋
」
は
翌
二
三
年
「
被
服
其
他
ノ
裁
縫
品

製
造
」
へ
と
集
計
母
集
団
名
が
変
更
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
二

年
の
「
足
袋
」
職
工
数
は
一
五
七
四
名
（
男
性
八
六
六
名
、
女
性
七

〇
八
名
）、
二
三
年
の
「
被
服
其
他
ノ
裁
縫
品
製
造
」
職
工
数
は
一

八
五
七
名
（
男
性
九
九
三
名
、
女
性
八
六
四
名
）
で
あ
る
。
一
工
場
あ

た
り
の
職
工
数
で
は
、
二
二
年
で
二
四
名
、
二
三
年
で
二
五
名
と
な

る
。
前
項
で
紹
介
し
た
福
助
足
袋
な
ど
の
足
袋
製
造
業
者
と
は
規
模

を
異
に
す
る
。
足
袋
、
学
生
服
、
海
軍
水
兵
服
な
ど
を
代
表
と
す
る

岡
山
県
の
被
服
製
造
業
で
は
、
二
〇
〜
三
〇
名
程
度
の
職
工
を
抱
え

た
工
場
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
ｄ
】　

戦
中
期
旧
満
州
の
日
系
工
場

　

最
後
に
、
右
記
の
よ
う
な
岡
山
県
産
の
学
生
服
が
大
き
な
販
売
地

の
一
つ
と
し
て
い
た
旧
満
州
地
域
を
取
り
上
げ
る
。
当
該
地
域
の
工

場
に
お
け
る
ミ
シ
ン
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
、
三
〇
年
代
後
半
に
桐

澤
信
六
が
ま
と
め
た
調
査
報
告
書
『
滿
洲
に
於
け
る
綿
洋
服
及
服

地

A
Z
B

』
が
詳
し
く
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
検
討
す
る
。

　

本
報
告
書
は
、
一
九
三
八
年
三
月
に
「
滿
洲
輸
入
組
合
聨
合
會
商

業
研
究
部
」
が
、「
滿
洲
に
輸
入
せ
ら
る
ゝ
重
要
商
品
の
個
々
に
つ

き
需
要
供
給
の
実
体
を
知
悉
す
る
目
的
を
以
て
調
査

A
[
B

」
し
た
も
の
で

あ
り
、
綿
製
洋
服
や
服
地
の
商
品
動
向
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
地
の
商

業
習
慣
や
輸
送
経
路
、
そ
し
て
取
扱
商
品
の
種
類
に
も
目
を
配
っ
た

調
査
報
告
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
学
生
服
や
洋
服
と
そ
の
綿
製
服
地

の
普
及
可
能
性
に
注
目
し
て
い
る
。
三
〇
年
代
後
半
の
当
該
地
域
で

は
「
動
力
ミ
シ
ン
工
場
」
は
全
て
「
邦
人
経
営
」
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た

A
\
B

。
登
載
さ
れ
た
工
場
は
、
大
中
規
模
の
工
場
と
し
て
当
初
か
ら

動
力
ミ
シ
ン
の
導
入
を
念
頭
に
設
立
さ
れ
た
。
表
５
か
ら
は
、
そ
れ

ら
邦
人
経
営
の
工
場
が
主
に
三
〇
年
代
に
設
立
さ
れ
、
足
踏
式
ミ
シ

ン
に
比
べ
動
力
ミ
シ
ン
が
多
く
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

先
に
紹
介
し
た
よ
う
な
福
助
足
袋
な
ど
大
阪
府
・
福
岡
県
の
一
部

の
足
袋
製
造
工
場
の
場
合
、
職
工
五
〇
〇
名
や
一
〇
〇
〇
名
の
工
場

が
存
在
し
た
。
表
５
は
一
工
場
あ
た
り
の
ミ
シ
ン
台
数
で
集
計
さ
れ

て
い
る
う
え
報
告
時
期
も
異
な
る
が
、
単
純
に
比
較
す
る
と
、
設
置

台
数
最
大
の
奉
天
被
服
工
廠
で
一
二
二
台
で
あ
り
、
す
べ
て
動
力
ミ

シ
ン
で
操
業
し
て
い
る
大
連
工
業
で
一
二
〇
台
と
な
っ
て
お
り
、
一

工
場
あ
た
り
ミ
シ
ン
工
以
外
の
作
業
員
・
事
務
員
等
を
五
割
増
と
仮

定
し
て
も
、
い
ず
れ
の
工
場
も
従
業
員
は
二
〇
〇
名
を
超
え
な
い
。

報
告
書
に
あ
る
と
お
り
、
こ
れ
ら
は
「
総
計
に
し
て
内
地
一
流
工
場

の
一
つ
に
も
及
ば
ぬ

A
]
B

」
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
旧
満
州
に
日
本
の
工
場
が
集
中
的
に
上
陸
す
る
前
の

事
情
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
報
告
書
で
は
、
一
九
二
四
年
の
第
二
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次
奉
直
戦
争
以
降
、
張
作
霖
率
い
る
「
手
兵
」
や
「
巡
警
」
た
ち
が

「
洋
服
類
似
の
被
服
を
使
用
せ
し
爲
相
当
各
地
と
も
ミ
シ
ン
裁
服
業

が
普
及
し
た
様
で
あ
る
」
と
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
表

５
の
工
場
を
は
じ
め
、「
滿
洲
の
被
服
工
場
に
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る

ミ
シ
ン
機
は
工
場
式
の
も
の
將
又
洋
服
店
の
も
の
も
全
部
的
に
米
國

製
シ
ン
ガ
ー
ミ
シ
ン
機

A
^
B

」
で
あ
っ
た
。

　

ミ
シ
ン
普
及
の
展
開
で
興
味
深
い
の
は
以
下
の
記
述
で
あ
る
。

「
一
般
滿
人
の
洋
服
着
用
が
遅
れ
た
る
に
反
し
て
ミ
シ
ン
と
被
服
技

術
と
は
案
外
早
く
普
及
さ
れ
た
様
で
現
に
滿
人
洋
服
店
が
主
要
都
市

は
勿
論
地
方
都
邑
に
ま
で
散
在
す
る
を
見
て
も
そ
の
間
の
消
息
は
窺

は
る
ゝ
所
で
あ
る

A
_
B

」。
お
よ
そ
、
動
力
ミ
シ
ン
に
よ
る
「
邦
人
」
工

場
経
営
が
開
始
さ
れ
る
遅
く
と
も
一
〇
年
前
ま
で
に
は
、
足
踏
式
ミ

シ
ン
が
「
地
方
都
邑
」
に
ま
で
普
及
し
て
い
た
。
こ
の
足
踏
式
ミ
シ

ン
も
大
半
が
シ
ン
ガ
ー
社
製
ミ
シ
ン
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

　

報
告
書
は
、
以
下
の
よ
う
な
考
察
を
進
め
て
い
る
。「
動
力
ミ
シ

ン
に
よ
る
工
場
と
足
踏
ミ
シ
ン
に
よ
る
家
内
工
業
の
関
係
に
つ
い
て

見
る
に
近
年
顕
著
な
る
発
展
振
り
を
示
し
て
ゐ
る
前
者
が
一
般
産
業

発
達
過
程
の
定
石
通
り
、
後
者
を
圧
倒
す
る
か
否
か
に
就
い
て
は
大

い
に
疑
問
と
す
る
所
で
あ
る
。（
中
略
）
特
に
滿
洲
に
於
て
は
下
請

の
仕
事
が
主
要
業
務
で
あ
る
関
係
上
こ
の
情
勢
の
続
く
か
ぎ
り
足
踏

ミ
シ
ン
の
勢
力
は
衰
へ
な
い
だ
ら
う（
マ
マ
）う

」

A
`
B。

つ
ま
り
、
工
場
施
設
へ

の
動
力
ミ
シ
ン
の
設
置
と
、
従
来
か
ら
存
在
す
る
下
請
先
に
設
置
さ

れ
た
足
踏
式
ミ
シ
ン
と
い
う
棲
み
分
け
が
存
在
し
た
。
ま
た
、「
足

表 5　旧満州の縫製工場（「法人経営」のみ、1938 年）

工場名 所在地 創業年月 動力（台） 足踏（台） 特殊（台）
奉天被服工廠 奉天 1933年3月 60 50 12
毛 原 洋 行 奉天 1910年6月 80 6
橋本被服廠 奉天 1935年5月 70 40 10
不 二 公 司 奉天 1933年5月 28 35 3
土肥被服廠 奉天 1936年6月 50 30 6
奉天第一監獄 奉天 不詳 60 12
満 蒙 商 事 奉天 1937年 30
三 中 井 新京 1933年7月 55 15
丁 字 屋 新京 1934年5月 65 11
有 道 公 司 新京 1933年7月 52 8
大 連 工 業 大連 1918年4月 120

計 640 237 31
未設 28 30

出典：桐澤信六『調査第十七輯　滿洲に於ける綿洋服及服地』滿洲輸入組合聨
合會商業研究部、1938 年、44 ページより作成。
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踏
ミ
シ
ン
は
毛
物
類
の
仕
立
に
よ
く
用
ひ
ら
れ
敷
物
の
殊
に
綿
製
は

動
力
ミ
シ
ン
に
よ
る
こ
と
が
多
い

A
a
B

」
と
あ
る
よ
う
に
、
旧
満
州
で
は

製
品
間
で
ミ
シ
ン
が
区
別
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
動
力
ミ
シ
ン
が
導
入
さ
れ
て
い
た
工
場
に
は
、
学
生
服
な
ど
比

較
的
厚
手
の
生
地
を
扱
う
目
的
に
設
立
さ
れ
て
い
た
所
も
あ
っ
た
。

綿
製
敷
物
を
中
心
に
動
力
ミ
シ
ン
が
利
用
さ
れ
、
毛
皮
コ
ー
ト
の
よ

う
な
厚
手
の
衣
料
に
は
足
踏
式
ミ
シ
ン
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。
上
記

の
よ
う
な
事
態
を
踏
ま
え
、
調
査
書
は
、
綿
製
学
生
服
向
け
動
力
ミ

シ
ン
工
場
設
立
を
推
進
す
る
好
条
件
が
整
っ
て
い
る
と
判
断
し
て
い

る
。

（
２
）家　

庭

　

家
庭
へ
の
ミ
シ
ン
普
及
に
は
裁
縫
学
校
や
授
産
場

A
b
B

が
一
つ
の
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
。
家
庭
に
お
け
る
ミ
シ
ン
縫
製
は
、
趣
味
、
内

職
（
家
計
補
助
的
）、
主
要
収
入
源
の
三
種
類
に
大
別
で
き
よ
う
。
も

っ
と
も
、
家
庭
で
の
ミ
シ
ン
縫
製
で
は
三
者
の
区
別
が
不
明
瞭
と
な

表 6　1940年における藤本仕立店のミシン設置状況
裁縫機製
造会社名 型式 記号 番号 電動足踏

手廻の別 設置年月 運転開始年月 備考 設置年
（西暦） 製造年 製造工場

シンガー 本縫一本針 44-13 G2344476 足踏・手廻 明治45年 5月 明治45年 5月 家 1912 1912 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 G5676846 足踏・手廻 大正10年 7月 大正10年 7月 家 1921 1917 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 K1229116 足踏・手廻 大正10年 7月 大正10年 7月 家 1921 1902 アメリカ
シンガー 穴カガリネムリ 71-1 N14487 電動式 昭和 5年12月 昭和 5年12月 家 1930 1900 アメリカ
シンガー 本縫一本針 103 C202496 足踏・手廻 昭和 5年 6月 昭和 5年 7月 家 1930 1908以降 ドイツ
蛇ノ目印 本縫一本針 44-13 G8668160 足踏・手廻 昭和 5年 6月 昭和 5年 7月 岡本モン 1930 1921 アメリカ
シンガー 本縫一本針 103 T533020 足踏・手廻 昭和 5年 6月 昭和 5年 7月 桂久子 1930 1906以降 ロシア
シンガー 本縫一本針 44-13 T525413 足踏・手廻 大正10年 9月 大正10年 9月 桂久子 1921 1906以降 ロシア
シンガー 本縫一本針 44-13 N423432 足踏・手廻 大正10年 9月 大正10年 9月 奥原□代 1921 1900 アメリカ
シンガー 本縫一本針 103 G2092603 足踏・手廻 大正10年 9月 大正10年 9月 平塚カツ 1921 1912 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 G8821716 足踏・手廻 大正10年 9月 大正10年 9月 島田金太郎 1921 1921 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 Y7563521 足踏・手廻 大正10年 9月 大正10年 9月 佐野ヨシノ 1921 1930※※ スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 Y9725427 不詳 不詳 不詳 不詳 不詳 1935 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 G0425390 足踏・手廻 昭和 7年10月 昭和 7年10月 中嶌トミエ 1932 1923 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 Y7043251 足踏・手廻 昭和 7年10月 昭和 7年10月 坪田トミエ 1932 1929 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 Y1188723 足踏・手廻 昭和 7年10月 昭和 7年10月 坪田トミエ 1932 1920 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 F7442348 足踏・手廻 昭和 7年10月 昭和 7年10月 仲田ハルエ 1932 1916 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 G7940606 足踏・手廻 昭和 7年10月 昭和 7年10月 水田 1932 1920 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 Y6505919 足踏・手廻 昭和 9年 3月 昭和 9年 3月 柳内ヨシコ 1934 1929 スコットランド
シンガー 本縫一本針 103 G2068087 足踏・手廻 昭和 9年 3月 昭和 9年 3月 藤本マサ 1934 1912 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 Y5273561 足踏・手廻 昭和 9年 3月 昭和 9年 3月 芝村アヤノ 1934 1927 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 G5407251 足踏・手廻 昭和 9年 3月 昭和 9年 3月 有本（ヌイヤ） 1934 1917 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 Y4837370 足踏・手廻 昭和 9年 3月 昭和 9年 3月 後藤マスミ 1934 1927 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 G2010706 足踏・手廻 昭和10年 1月 昭和10年 2月 大海カズエ 1935 1912 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 T519893 足踏・手廻 昭和10年 1月 昭和10年 2月 小林カネ子 1935 1906 ロシア
シンガー 本縫一本針 44-13 T519071 足踏・手廻 昭和11年12月 昭和11年12月 小林カネ子 1936 1906 ロシア
シンガー 本縫一本針 44-13 F7382523 足踏・手廻 不詳 不詳 塚本コユキ 不詳 1917 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 G86806611 不詳 不詳 不詳 不詳 不詳 1921 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 Y3887526 不詳 不詳 不詳 不詳 不詳 1926 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 G4410116 不詳 不詳 不詳 不詳 不詳 1916 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 G0398438 足踏・手廻 昭和11年12月 昭和11年12月 有本キク 1936 1923 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 G2186501 不詳 不詳 不詳 不詳 不詳 1912 アメリカ
シンガー 本縫一本針 31 Y6321491 電動式 昭和12年 1月 昭和12年 1月 家 1936 1929 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 H722284 足踏・手廻 昭和12年 1月 昭和12年 1月 家 1936 1906か07 アメリカ※
シンガー 本縫一本針 44-13 Y177824 足踏・手廻 昭和12年 1月 昭和12年 1月 家 1936 1921 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 K460651 足踏・手廻 昭和12年 1月 昭和12年 1月 家 1936 1902 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 Y8260632 足踏・手廻 昭和13年 5月 昭和13年 5月 松本スエノ 1937 1930 スコットランド
シンガー 本縫一本針 103 C2081190 足踏・手廻 昭和13年 5月 昭和13年 5月 枡田サザエ 1937 1908以降 ドイツ
シンガー 本縫一本針 44-13 F7382523 手廻 昭和13年 5月 昭和13年 5月 塚本コユキ 1937 1917 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 G554269 手廻 昭和13年 5月 昭和13年 5月 土山周一 1937 1910 アメリカ

出典：藤本祥二氏文書「裁縫機登録調査書」より作成。「製造年」、「製造工場」は「株式会社シンガー
ハッピージャパン」ホームページ内「シンガーミシン SINGER：あなたのミシンはいつ
のもの？どこのもの？」http://www.singerhappy.co.jp/sewing/naruhodo/knowledge/
03.html　より作成。

注１：アメリカはニュージャージー州　エリザベス工場、ドイツはヴィッテンベルゲ工場、ロシ
アはポドルクス工場、スコットランドはクライドバンク工場。

　２：製造工場の「アメリカ※」は「H」の後に 6桁の数字が並んでいる。シンガー・ハッピー
社のホームページによると「H」開始のシリアルナンバーは 7桁のものしか存在しない。
藤本の誤記かと思われるが、「H」から始まるシリアル番号は 1906 年か 07 年製と判断で
きる。製造工場も表のとおりと判断した。

　３：シンガー・ハッピー社のホームページで「番号」
を照合すると 1930 年製造とある。本表では設
置年との関係が不整合になるが、そのままとし
た。



122123

表 6　1940年における藤本仕立店のミシン設置状況
裁縫機製
造会社名 型式 記号 番号 電動足踏

手廻の別 設置年月 運転開始年月 備考 設置年
（西暦） 製造年 製造工場

シンガー 本縫一本針 44-13 G2344476 足踏・手廻 明治45年 5月 明治45年 5月 家 1912 1912 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 G5676846 足踏・手廻 大正10年 7月 大正10年 7月 家 1921 1917 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 K1229116 足踏・手廻 大正10年 7月 大正10年 7月 家 1921 1902 アメリカ
シンガー 穴カガリネムリ 71-1 N14487 電動式 昭和 5年12月 昭和 5年12月 家 1930 1900 アメリカ
シンガー 本縫一本針 103 C202496 足踏・手廻 昭和 5年 6月 昭和 5年 7月 家 1930 1908以降 ドイツ
蛇ノ目印 本縫一本針 44-13 G8668160 足踏・手廻 昭和 5年 6月 昭和 5年 7月 岡本モン 1930 1921 アメリカ
シンガー 本縫一本針 103 T533020 足踏・手廻 昭和 5年 6月 昭和 5年 7月 桂久子 1930 1906以降 ロシア
シンガー 本縫一本針 44-13 T525413 足踏・手廻 大正10年 9月 大正10年 9月 桂久子 1921 1906以降 ロシア
シンガー 本縫一本針 44-13 N423432 足踏・手廻 大正10年 9月 大正10年 9月 奥原□代 1921 1900 アメリカ
シンガー 本縫一本針 103 G2092603 足踏・手廻 大正10年 9月 大正10年 9月 平塚カツ 1921 1912 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 G8821716 足踏・手廻 大正10年 9月 大正10年 9月 島田金太郎 1921 1921 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 Y7563521 足踏・手廻 大正10年 9月 大正10年 9月 佐野ヨシノ 1921 1930※※ スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 Y9725427 不詳 不詳 不詳 不詳 不詳 1935 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 G0425390 足踏・手廻 昭和 7年10月 昭和 7年10月 中嶌トミエ 1932 1923 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 Y7043251 足踏・手廻 昭和 7年10月 昭和 7年10月 坪田トミエ 1932 1929 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 Y1188723 足踏・手廻 昭和 7年10月 昭和 7年10月 坪田トミエ 1932 1920 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 F7442348 足踏・手廻 昭和 7年10月 昭和 7年10月 仲田ハルエ 1932 1916 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 G7940606 足踏・手廻 昭和 7年10月 昭和 7年10月 水田 1932 1920 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 Y6505919 足踏・手廻 昭和 9年 3月 昭和 9年 3月 柳内ヨシコ 1934 1929 スコットランド
シンガー 本縫一本針 103 G2068087 足踏・手廻 昭和 9年 3月 昭和 9年 3月 藤本マサ 1934 1912 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 Y5273561 足踏・手廻 昭和 9年 3月 昭和 9年 3月 芝村アヤノ 1934 1927 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 G5407251 足踏・手廻 昭和 9年 3月 昭和 9年 3月 有本（ヌイヤ） 1934 1917 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 Y4837370 足踏・手廻 昭和 9年 3月 昭和 9年 3月 後藤マスミ 1934 1927 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 G2010706 足踏・手廻 昭和10年 1月 昭和10年 2月 大海カズエ 1935 1912 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 T519893 足踏・手廻 昭和10年 1月 昭和10年 2月 小林カネ子 1935 1906 ロシア
シンガー 本縫一本針 44-13 T519071 足踏・手廻 昭和11年12月 昭和11年12月 小林カネ子 1936 1906 ロシア
シンガー 本縫一本針 44-13 F7382523 足踏・手廻 不詳 不詳 塚本コユキ 不詳 1917 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 G86806611 不詳 不詳 不詳 不詳 不詳 1921 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 Y3887526 不詳 不詳 不詳 不詳 不詳 1926 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 G4410116 不詳 不詳 不詳 不詳 不詳 1916 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 G0398438 足踏・手廻 昭和11年12月 昭和11年12月 有本キク 1936 1923 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 G2186501 不詳 不詳 不詳 不詳 不詳 1912 アメリカ
シンガー 本縫一本針 31 Y6321491 電動式 昭和12年 1月 昭和12年 1月 家 1936 1929 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 H722284 足踏・手廻 昭和12年 1月 昭和12年 1月 家 1936 1906か07 アメリカ※
シンガー 本縫一本針 44-13 Y177824 足踏・手廻 昭和12年 1月 昭和12年 1月 家 1936 1921 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 K460651 足踏・手廻 昭和12年 1月 昭和12年 1月 家 1936 1902 アメリカ
シンガー 本縫一本針 44-13 Y8260632 足踏・手廻 昭和13年 5月 昭和13年 5月 松本スエノ 1937 1930 スコットランド
シンガー 本縫一本針 103 C2081190 足踏・手廻 昭和13年 5月 昭和13年 5月 枡田サザエ 1937 1908以降 ドイツ
シンガー 本縫一本針 44-13 F7382523 手廻 昭和13年 5月 昭和13年 5月 塚本コユキ 1937 1917 スコットランド
シンガー 本縫一本針 44-13 G554269 手廻 昭和13年 5月 昭和13年 5月 土山周一 1937 1910 アメリカ

出典：藤本祥二氏文書「裁縫機登録調査書」より作成。「製造年」、「製造工場」は「株式会社シンガー
ハッピージャパン」ホームページ内「シンガーミシン SINGER：あなたのミシンはいつ
のもの？どこのもの？」http://www.singerhappy.co.jp/sewing/naruhodo/knowledge/
03.html　より作成。

注１：アメリカはニュージャージー州　エリザベス工場、ドイツはヴィッテンベルゲ工場、ロシ
アはポドルクス工場、スコットランドはクライドバンク工場。

　２：製造工場の「アメリカ※」は「H」の後に 6桁の数字が並んでいる。シンガー・ハッピー
社のホームページによると「H」開始のシリアルナンバーは 7桁のものしか存在しない。
藤本の誤記かと思われるが、「H」から始まるシリアル番号は 1906 年か 07 年製と判断で
きる。製造工場も表のとおりと判断した。

　３：シンガー・ハッピー社のホームページで「番号」
を照合すると 1930 年製造とある。本表では設
置年との関係が不整合になるが、そのままとし
た。
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る
が
、
賃
金
を
取
得
す
る
の
は
後
者
二
つ
の
い
ず
れ
か
の
労
働
形
態

で
あ
る
。

　

自
家
消
費
目
的
に
よ
る
ミ
シ
ン
縫
製
の
う
ち
、
筆
者
に
ご
教
示
い

た
だ
い
た
例
で
は
、
一
九
二
九
年
ま
た
は
三
〇
年
生
ま
れ
の
女
性
が
、

花
嫁
修
業
と
し
て
、
四
〇
年
代
に
お
茶
・
お
花
と
な
ら
び
洋
裁
学
校

へ
通
い
、
自
分
用
の
ス
ー
ツ
や
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
姪
向
け
に
ボ
ッ
ク

ス
・
コ
ー
ト
を
裁
縫
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

衣
服
史
や
女
性
史
で
は
、
自
活
も
含
め
た
ミ
シ
ン
縫
製
に
よ
る
成

功
例
が
比
較
的
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
吉
本
洋
子
の
報

告
に
よ
る
と
、
終
戦
直
後
の
戦
争
未
亡
人
の
成
功
例
と
し
て
、
娘
時

代
に
学
ん
だ
ミ
シ
ン
縫
製
で
仕
事
を
増
や
し
、
嫁
入
り
道
具
の
家
庭

用
ミ
シ
ン
一
台
で
間
に
合
わ
な
く
な
っ
た
た
め
、
姉
の
家
庭
用
ミ
シ

ン
一
台
を
譲
り
受
け
、
工
業
用
ミ
シ
ン
も
一
台
購
入
し
た
事
例
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る

A
c
B

。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
自
宅
に
通
勤
の
お
針
子
が
四
名

雇
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
家
庭
用
ミ
シ
ン
と
工
業
用
ミ
シ

ン
に
は
運
針
ス
ピ
ー
ド
の
差
異
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
家
庭
で
利
用

可
能
で
あ
っ
た
点
が
ミ
シ
ン
の
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
中
期
大

阪
市
の
調
査
報
告
に
よ
る
と
、
単
な
る
成
功
例
と
は
逆
に
、
生
産
財

と
し
て
自
宅
に
も
設
置
し
や
す
か
っ
た
ミ
シ
ン
が
深
刻
な
零
細
企
業

問
題
の
根
幹
を
な
す
場
合
も
あ
っ
た

A
d
B

。

（
３
）藤
本
仕
立
店

│
複
層
的
な
設
置

　

こ
こ
で
、
二
〇
世
紀
前
半
の
約
五
〇
年
間
、
兵
庫
県
姫
路
市
鍛
冶

町
で
ミ
シ
ン
縫
製
業
を
営
ん
だ
藤
本
仕
立
店
を
紹
介
す
る
。
当
店
は
、

『
工
場
通
覧
』
で
は
一
九
〇
九
年
調
査
分
の
み
、「
藤
本
工
場
」
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
職
工
数
は
登
載
基
準
最
小
の
五
名
で
あ
り
、

職
工
の
構
成
は
、
店
主
藤
本
政
吉
、
奉
公
人
一
名

A
e
B

、
家
族
従
業
員
と

通
勤
職
工
合
わ
せ
三
名
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
取
扱
品
目
は
、

シ
ャ
ツ
、
パ
ッ
チ
、
股
引
、
ズ
ボ
ン
下
、
脚
絆
、
手
甲
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
、
自
家
生
産
と
委
託
生
産
に
よ
っ
て
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
衣
料
縫
製
を
行
な
っ
て
い
た
。

　

表
６
は
、
一
九
四
〇
年
の
時
点
で
藤
本
仕
立
店
が
所
有
し
て
い
た

ミ
シ
ン
の
設
置
年
や
設
置
場
所
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。「
裁
縫

機
製
造
会
社
名
」
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
シ
ン
ガ
ー
社
製
ミ
シ
ン
が

四
〇
台
で
あ
る

A
f
B

。
藤
本
の
購
入
し
た
シ
ン
ガ
ー
・
ミ
シ
ン
の
製
造
工

場
は
、
ア
メ
リ
カ
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
エ
リ
ザ
ベ
ス
工
場
）、
ド

イ
ツ
（
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ゲ
工
場
）、
ロ
シ
ア
（
ポ
ド
ル
ク
ス
工
場
）、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（
ク
ラ
イ
ド
バ
ン
ク
工
場
）
の
四
カ
国
に
跨
っ
て

い
る
。
単
に
販
売
国
へ
支
店
を
開
設
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
数

カ
国
へ
海
外
工
場
を
展
開
し
た
多
国
籍
企
業
の
戦
略
が
み
え
る
。

　
「
記
号
」
を
み
る
と
、
四
四
│

一
三
型
（
第
四
四
種
一
三
型
）
が
多
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い
こ
と
が
分
か
る
。
機
種
に
付
随
す
る
番
号
（
一
三
等
）
ご
と
に
製

造
可
能
な
製
品
が
若
干
異
な
る
が
、
第
四
四
種
は
工
業
用
ミ
シ
ン
で
、

革
類
も
含
め
た
衣
料
製
品
全
般
に
向
い
て
い
た

A
g
B

。
分
速
二
二
〇
〇
針

A
h
B

が
可
能
な
四
四
│

一
三
型
は
用
途
に
柔
軟
性
が
あ
り
、
戦
後
も
販
売

さ
れ
続
け
た
。

　

ま
た
、「
備
考
」
に
記
さ
れ
た
設
置
先
を
み
る
と
、「
家
」（
藤
本

の
自
家
工
場
）
に
九
台
、
固
有
名
詞
の
委
託
先
に
二
六
台
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
藤
本
が
委
託
し
た
生
産
者
に
は
女
性
名
が
多
く
、
ミ
シ

ン
を
藤
本
か
ら
貸
与
ま
た
は
贈
与
さ
れ
て
、
自
宅
で
活
用
し
た
こ
と

が
分
か
る
。
そ
の
う
ち
、
桂
久
子
、
小
林
カ
ネ
子
、
塚
本
コ
ユ
キ
、

坪
田
ト
ミ
エ
の
四
名
は
二
台
を
所
有
し
て
お
り
、
有
本
キ
ク
が
「
有

本
（
ヌ
イ
ヤ
）」
と
同
一
人
物
だ
と
す
れ
ば
、
ミ
シ
ン
二
台
所
有
者

は
五
名
と
な
る
。
藤
本
か
ら
ミ
シ
ン
二
台
を
設
置
さ
れ
た
人
々
は
、

ミ
シ
ン
所
有
権
が
藤
本
に
あ
る
と
い
う
違
い
を
除
け
ば
、
終
戦
直
後

の
成
功
例
と
し
て
先
に
紹
介
し
た
よ
う
な
、
ミ
シ
ン
三
台
を
導
入
し

お
針
子
を
四
名
雇
用
し
た
例
に
似
た
タ
イ
プ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
家
内
工
業
・
家
内
労
働
と
し
て
ミ
シ
ン
を
利
用
し
て
い
た

ケ
ー
ス
で
あ
る
。
藤
本
か
ら
の
受
託
生
産
者
は
、
二
〇
年
代
、
三
〇

年
代
に
工
業
用
ミ
シ
ン
を
家
庭
に
設
置
し
、
ミ
シ
ン
縫
製
を
行
な
っ

た
人
た
ち
で
あ
る
。

　

藤
本
仕
立
店
の
事
例
か
ら
は
、
消
費
財
と
考
え
ら
れ
が
ち
な
ミ
シ

ン
が
、
家
庭
の
な
か
で
生
産
財
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
点
を
顕
著
に

示
し
て
い
る
。
ミ
シ
ン
は
、
製
造
型
内
職
を
可
能
に
し
た
機
械
で
あ

っ
た
。

　

以
上
、
工
場
と
家
庭
に
お
け
る
ミ
シ
ン
利
用
主
体
の
規
模
や
設
置

状
況
を
検
討
し
た
。「
工
場
」
で
紹
介
し
た
よ
う
な
様
々
な
規
模
の

工
場
が
、
藤
本
仕
立
店
の
よ
う
に
委
託
生
産
を
も
行
な
っ
て
い
た
こ

と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
先
の
陸
軍
被
服
廠
の
場
合
、
委
託
先
は
工

場
で
あ
っ
た
が
、
藤
本
の
場
合
は
家
庭
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
複

層
的
な
ミ
シ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
第
三
節
で
再
度
検
討
す
る
。

二　

ミ
シ
ン
普
及
の
供
給
要
因
と
需
要
要
因

│
ミ
シ
ン
輸
入
台
数
と
累
積
台
数
の
推
移
か
ら

（
１
）ミ
シ
ン
輸
入
台
数
と
累
積
台
数
両
推
計
値
の
算
出
法

　

表
７
と
図
１
の
両
推
計
値
は
、
一
八
八
三
年
か
ら
一
九
三
七
年
ま

で
の
五
五
年
間
を
対
象
と
し
て
い
る
。
大
蔵
省
『
大
日
本
外
国
貿
易

年
表
』（
以
下
、『
貿
易
年
表
』）
で
は
一
八
八
三
年
に
「
縫
衣
機
」
が

初
出
す
る
。
両
図
表
で
対
象
終
年
と
し
た
三
七
年
に
は
、
七
月
に
盧

溝
橋
事
件
が
勃
発
し
、
三
ヵ
月
後
に
は
輸
出
入
品
等
特
別
措
置
法
が

公
布
さ
れ
、
ミ
シ
ン
は
輸
入
禁
止
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
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に
、
国
産
化
が
本
格
的
に
実
現
し
た
。

　

表
７
は
、
日
本
で
輸
入
さ
れ
た
ミ
シ
ン
台
数
の
推
計
で
あ
る
。
全

期
間
を
つ
う
じ
、
島
野
隆
夫

A
i
B

が
推
計
し
た
台
数
を
参
照
し
た
が
、
若

干
の
修
正
を
行
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
一
九
一
二
年
以
降
は
島
野
の
推
計
と
同
様
に
、『
日
本
貿

易
精
覧
』
を
も
と
に
斤
を
ト
ン
へ
換
算
し
、
一
台
一
律
二
五
キ
ロ
と

　　　　　表７　ミシン輸入台数推計（1883～1937年）　（単位：台）
1883年 0 1903年 15,000 1923年 102,000
84 1,000  4 22,000 24 170,000
85 2,000  5 29,000 25 56,000
86 3,000  6 25,000 26 59,000
87 9,000  7 36,000 27 104,000
88 7,000  8 18,000 28 84,000
89 2,000  9 12,000 29 151,000
1890年 1,000 1910年 25,000 1930年 71,000
91 1,000 11 42,000 31 48,000
92 1,000 12 49,000 32 34,000
93 1,000 13 35,000 33 19,000
94 1,000 14 6,000 34 60,000
95 4,000 15 9,000 35 70,000
96 7,000 16 24,000 36 76,000
97 7,000 17 29,000 37 105,000
98 9,000 18 73,000
99 6,000 19 104,000
1900年 15,000 1920年 126,000
 1 10,000 21 63,000
 2 12,000 22 81,000

出典：『日本貿易精覧』（東洋経済新報社、1935年）、島野隆夫『商
品生産輸出入物量累年統計表』（有恒書院、1980年）より作成。

注１：千台未満は四捨五入した。
　２：1883 年のミシン輸入台数は輸入額ゼロを示さない。詳細は

島野隆夫［1980年］４～５ページ参照のこと。
　３：34年以降の朝鮮・台湾に関する輸出入は島野推計を敷衍し

た。詳細は、同書 7ページ参照のこと。

240
220
200
180
160
140
120
100
80
60
40
20
0
1887 92 97 1902 7 12 17 22 27 32 37

□輸入 ■国産

図 1　ミシン累積台数推計（1883～1937年）

出典：『日本貿易精覧』（東洋経済新報社、1935年）、『大日本外国貿易年表』（大蔵省、各年版）、島野隆
夫『商品生産輸出入物量累年統計表』（有恒書院、1980年）より作成。

万台

（年）
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し
て
算
出
し
た
。
島
野
の
場
合
、
一
台
二
〇
キ
ロ
換
算
と
二
五
キ
ロ

換
算
の
年
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
本
表
で
は
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め

に
年
を
問
わ
ず
一
律
に
一
台
二
五
キ
ロ
と
し
た
。

　

次
に
修
正
し
た
の
は
、
ミ
シ
ン
本
体
と
部
品
と
の
区
別
で
あ
る
。

島
野
が
依
拠
す
る
『
日
本
貿
易
精
覧
』
と
『
貿
易
年
表
』
の
二
統
計

で
は
、
一
九
一
二
年
以
降
、「
縫
衣
機
」（
以
下
、「
ミ
シ
ン
本
体
」）

が
「
同
部
分
品
及
附
属
品
」（
以
下
、「
部
品
」）
か
ら
区
分
し
て
集
計

さ
れ
て
い
る
。
輸
入
台
数
を
推
計
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ミ
シ
ン
本

体
と
部
品
が
混
合
さ
れ
て
い
る
一
八
八
三
〜
一
九
一
一
年
ま
で
の
輸

入
額
か
ら
、
部
品
輸
入
分
を
差
し
引
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
一

二
年
以
降
の
部
品
比
率
を
算
出
し
、
推
定
比
率
を
一
一
年
以
前
に
遡

及
し
て
適
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

た
だ
し
、
部
品
は
、
ミ
シ
ン
本
体
と
異
な
り
一
二
年
以
降
も
重
量

統
計
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
金
額
に
よ
っ
て
比
率
を
算
出
せ
ざ
る
を

え
な
い
。
部
品
比
率
が
大
き
い
時
期
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
一
九

一
四
年
、
一
五
年
が
、
二
九
・
二
％
と
一
二
・
四
％
、
関
東
大
震
災

の
一
九
二
三
年
が
八
・
六
％
、
翌
二
四
年
が
一
三
・
九
％
で
あ
る
。

こ
の
時
期
を
除
く
と
、
次
の
よ
う
な
趨
勢
が
確
認
さ
れ
る
。
一
九
一

〇
年
代
は
三
・
二
〜
七
・
七
％
、
一
九
二
〇
年
代
は
三
・
〇
〜
九
・

三
％
、
一
九
三
〇
年
代
（
三
七
年
ま
で
）
は
三
・
一
〜
五
・
六
％
で

あ
る
。
一
九
一
二
〜
三
七
年
の
う
ち
上
記
四
ヵ
年
を
除
く
各
年
の
部

品
比
率
の
平
均
を
取
り
、
小
数
点
以
下
を
四
捨
五
入
す
る
と
五
％
と

な
る
。
こ
の
五
％
を
部
品
比
率
の
一
律
指
標
と
し
、
一
一
年
ま
で
の

島
野
推
計
輸
入
台
数
か
ら
差
し
引
き
算
出
し
た
。

　

以
上
の
作
業
を
経
た
輸
入
台
数
推
計
を
も
と
に
、
日
本
国
内
に
累

積
し
た
ミ
シ
ン
台
数
を
推
計
し
た
の
が
図
１
で
あ
る
。『
日
本
貿
易

精
覧
』
カ
バ
ー
外
の
期
間
に
つ
い
て
は
適
時
『
貿
易
年
表
』
を
参
照

し
た
。

　

ミ
シ
ン
の
累
積
台
数
を
集
計
す
る
に
は
、
一
台
あ
た
り
の
ミ
シ
ン

耐
用
年
数
を
加
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
図
で
は
そ
れ
を
一
律
四
〇

年
間
と
仮
定
し
た

A
j
B

。
ま
た
、
三
〇
年
代
前
半
に
実
現
し
は
じ
め
た
ミ

シ
ン
国
産
化
を
考
慮
し
国
産
ミ
シ
ン
台
数
を
算
入
し
た
。
国
産
ミ
シ

ン
台
数
か
ら
は
、
島
野
推
計
値
に
よ
る
輸
出
台
数
を
減
じ
て
い
る
。

　

累
積
台
数
を
推
計
す
る
に
あ
た
り
、
ミ
シ
ン
耐
用
年
数
を
四
〇
年

と
仮
定
し
た
根
拠
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
表
６
の
藤
本
仕

立
店
に
お
け
る
ミ
シ
ン
設
置
状
況
を
み
る
と
、
一
九
〇
〇
年
に
製
造

さ
れ
た
シ
ン
ガ
ー
社
製
ミ
シ
ン
二
台
の
う
ち
、
一
台
が
藤
本
の
自
家

工
場
に
三
〇
年
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
も
う
一
台
は
一
九
二
一
年
に

奥
原
宅
へ
設
置
さ
れ
て
い
る
。
自
家
工
場
に
設
置
さ
れ
た
一
九
〇
〇

年
製
は
中
古
品
を
藤
本
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
奥
原
宅
の
ミ
シ
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ン
は
製
造
後
二
〇
年
間
に
藤
本
が
自
家
工
場
で
使
用
し
た
か
、
あ
る

い
は
中
古
品
を
藤
本
が
購
入
し
、
二
一
年
に
奥
原
宅
に
設
置
し
た
か
、

い
ず
れ
か
の
経
路
が
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
表
６
は
一
九

四
〇
年
時
点
で
の
ミ
シ
ン
設
置
状
況
を
記
す
も
の
で
あ
り
、
一
九
〇

〇
年
製
造
の
上
記
二
台
の
ミ
シ
ン
は
最
低
耐
用
年
数
が
四
〇
年
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
ミ
シ
ン
材
料
の
鉄
利
用

A
k
B

や
、
同
戦
争
下
に
お
け
る
原
爆
投
下
や
都
市
圏
大
空
襲
な
ど
に
よ
る

消
失
を
考
慮
す
る
と
、
平
均
値
と
し
て
算
出
す
る
に
は
限
界
が
あ
る

が
、
終
戦
を
越
え
利
用
さ
れ
た
ミ
シ
ン
は
耐
用
年
数
四
〇
年
超
の
も

の
が
大
半
で
あ
る
か
ら
、
累
積
台
数
と
し
て
本
稿
が
算
出
し
た
の
は

最
小
値
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）ミ
シ
ン
普
及
の
供
給
要
因
と
需
要
要
因

【
ａ
】　

全
期
間
の
輸
入
台
数
動
向

　

一
八
八
〇
年
代
、
九
〇
年
代
の
ミ
シ
ン
輸
入
台
数
は
一
万
台
未
満

に
と
ど
ま
っ
た
。
八
七
年
と
九
八
年
は
と
も
に
九
〇
〇
〇
台
弱
の
ミ

シ
ン
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、

こ
の
時
期
の
ミ
シ
ン
は
ド
イ
ツ
製
が
多
か
っ
た
。
次
に
、
シ
ン
ガ
ー

が
日
本
上
陸
を
果
た
し
た
一
九
〇
〇
年
に
は
一
万
台
を
超
え
、
〇
五

年
に
は
三
万
台
に
迫
り
、
〇
七
年
は
約
三
万
六
〇
〇
〇
台
に
の
ぼ
っ

た
。
以
後
、
〇
九
年
に
一
万
台
ラ
イ
ン
ま
で
減
少
し
、
一
二
年
に
は

五
万
台
近
く
に
ま
で
上
昇
し
た
。
一
四
・
一
五
年
の
第
一
次
世
界
大

戦
期
に
は
一
万
台
未
満
に
ま
で
減
少
し
、
一
六
年
に
再
び
上
昇
傾
向

に
入
り
、
翌
一
七
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
最
高
台
数
を
数
え
た
一
二
年

ラ
イ
ン
の
六
割
ま
で
回
復
し
た
。
一
八
年
か
ら
輸
入
は
急
増
し
二
〇

年
の
一
三
万
台
ま
で
年
間
平
均
三
万
三
〇
〇
〇
台
ペ
ー
ス
で
増
加
し

た
。

　

こ
れ
以
後
、
輸
入
台
数
の
上
下
変
動
は
さ
ら
に
振
り
幅
を
大
き
く

し
、
二
九
年
ま
で
は
、
最
低
約
六
万
台
、
最
高
一
七
万
台
（
二
四

年
）
と
い
っ
た
開
き
を
見
せ
る
。
三
〇
年
以
降
三
三
年
ま
で
の
四
年

間
は
減
少
、
以
後
再
び
増
加
に
向
か
い
、
日
中
戦
争
突
入
の
三
七
年

に
一
〇
万
台
を
突
破
し
、
一
〇
月
に
公
布
さ
れ
た
輸
出
入
品
等
特
別

措
置
法
に
よ
っ
て
、
ミ
シ
ン
輸
入
は
途
絶
し
た
。

　

以
下
、
輸
入
台
数
一
万
台
に
と
ど
ま
っ
た
一
八
八
三
〜
九
九
年
、

第
一
次
大
戦
前
後
を
除
き
上
昇
傾
向
に
入
っ
た
一
九
〇
〇
〜
一
七
年
、

上
下
変
動
が
激
し
く
な
っ
た
一
九
一
八
〜
三
七
年
の
三
期
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
動
向
を
左
右
し
た
傾
向
を
供
給
面
と
需
要
面
双
方
か
ら

検
討
し
た
い
。

【
ｂ
】　

一
八
八
三
〜
一
八
九
九
年
│
陸
軍
被
服
廠
中
心
期

　

ミ
シ
ン
輸
入
は
、
幕
末
開
港
期
以
降
、
居
留
地
貿
易
に
よ
っ
て
開
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始
さ
れ
た
。
輸
入
初
期
の
利
用
者
と
し
て
、
テ
ー
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る

仕
立
業
者
た
ち
の
存
在
も
無
視
し
え
な
い
が
、
個
人
業
者
や
小
規
模

製
造
業
者
を
増
加
要
因
と
し
て
追
求
す
る
に
は
統
計
上
の
困
難
が
あ

る
た
め
、
本
項
で
は
割
愛
す
る

A
l
B

。

　

こ
の
時
期
の
趨
勢
と
し
て
は
、
兵
部
省
や
陸
軍
被
服
廠
を
中
心
に
、

ミ
シ
ン
が
軍
事
利
用
さ
れ
た
点
が
大
き
い
。

　

一
八
七
〇
年
、
東
京
築
地
入
舟
町
に
製
靴
工
場
を
設
立
し
た
西
口

勝
三
の
よ
う
に
、
兵
部
省
か
ら
発
注
を
受
け
る
業
者
も
お
り
、
当
時

の
製
靴
ミ
シ
ン
は
ド
イ
ツ
製
が
中
心
で
あ
っ
た
と
い
う

A
m
B

。
八
六
年
一

二
月
、
ミ
シ
ン
縫
製
に
よ
る
軍
服
工
場
、
東
京
陸
軍
被
服
本
廠
が
設

立
さ
れ
た

A
n
B

。
翌
八
七
年
と
八
八
年
の
輸
入
台
数
は
こ
の
時
期
の
ピ
ー

ク
に
な
っ
て
い
る
。
以
後
、
九
〇
年
か
ら
九
四
年
に
か
け
て
は
一
〇

〇
〇
台
弱
に
ま
で
落
ち
込
む
。
以
後
九
九
年
に
か
け
て
増
加
し
て
い

る
も
の
の
、
最
大
一
万
台
の
ラ
イ
ン
で
収
ま
っ
て
い
る
。
以
上
の
動

向
に
は
陸
軍
被
服
廠
の
存
在
が
大
き
く
、
被
服
廠
建
設
時
、
集
中
的

に
ミ
シ
ン
導
入
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
被
服

廠
稼
働
後
は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
も
ミ
シ
ン
輸
入
が
急
減
し
た
の
だ
と

思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
期
間
は
被
服
廠
の
よ
う
な
少
数
の
大
規

模
工
場
に
ミ
シ
ン
需
要
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
と
、
テ
ー
ラ
ー
型
の

縫
製
業
者
や
、
第
一
節
で
紹
介
し
た
よ
う
な
種
々
の
工
場
が
、
ご
く

小
規
模
、
ま
た
は
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
、
こ
の
二
点
が
考

え
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
「
本
省
並
陸
軍
諸
官
衛
返
納
被
服
品

取
扱
手
続
」
で
軍
服
返
納
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
す

れ
ば
、
こ
の
時
期
は
、
ミ
シ
ン
が
導
入
さ
れ
大
量
生
産
が
実
現
し
て

い
た
と
は
い
え
、
軍
服
は
ま
だ
ま
だ
貴
重
品
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
九
九
年
ま
で
の
ミ
シ
ン
は
ド
イ
ツ
製
と
イ
ギ
リ
ス
製
が
中

心
で
あ
り
数
社
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
と
く
に
ド
イ
ツ
の
メ
ー
カ
ー

で
は
、
ナ
ウ
マ
ン
、
モ
ン
ト
ロ
ス
、
ク
リ
ー
ス
ウ
ン
ト
フ
レ
ン
チ
エ
、

デ
ュ
ル
コ
ッ
プ
、
パ
フ
、
ハ
イ
ト
ウ
ン
ト
ノ
イ
の
ミ
シ
ン
が
輸
入
さ

れ
て
い
た

A
o
B

が
、
後
年
の
シ
ン
ガ
ー
と
は
異
な
り
一
社
独
占
と
い
う
構

成
は
取
っ
て
お
ら
ず
、
数
社
競
合
の
状
態
に
あ
っ
た
。

【
ｃ
】　

一
九
〇
〇
〜
一
九
一
七
年

│
シ
ン
ガ
ー
社
の
台
頭
と
販
促

活
動

　

一
九
〇
〇
年
に
な
る
と
輸
入
台
数
は
一
万
台
を
突
破
す
る
。
こ
れ

に
は
ド
イ
ツ
製
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
〇
三
年
以
降
に

は
ア
メ
リ
カ
製
が
一
位
と
な
っ
た

A
p
B

。
こ
の
時
期
ま
で
に
輸
入
さ
れ
た

ア
メ
リ
カ
製
ミ
シ
ン
・
メ
ー
カ
ー
に
は
、
ユ
ニ
オ
ン
、
ホ
ワ
イ
ト
、

ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
等
が
存
在
し
た
が
、
最
大
メ
ー
カ
ー
は
シ
ン
ガ
ー

で
あ
っ
た

A
q
B

。
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一
八
九
九
年
は
、
貿
易
政
策
・
外
資
政
策
の
一
環
と
し
て
外
国
人

居
留
地
が
撤
廃
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
翌
一
九
〇
〇
年
に
シ
ン
ガ
ー
社

が
日
本
上
陸
を
果
た
し
た
の
は
、
居
留
地
以
外
で
の
販
売
店
設
置
を

も
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た

A
r
B

。
以
後
、
日
本
の
ミ
シ
ン
輸
入
と

そ
の
普
及
は
、
シ
ン
ガ
ー
一
社
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
状
況
へ
と
変

化
す
る
。
シ
ン
ガ
ー
社
は
、
同
年
に
横
浜
と
神
戸
に
支
店
を
設
立
し
、

以
後
、
〇
六
年
に
は
東
京
・
大
阪
・
神
奈
川
・
兵
庫
を
中
心
と
し
て

全
国
に
直
営
店
を
七
〇
店
舗
ま
で
増
加
さ
せ
た

A
s
B

。

　

シ
ン
ガ
ー
支
店
網
が
一
定
の
拡
大
を
遂
げ
た
〇
七
年
か
ら
ミ
シ
ン

輸
入
台
数
は
減
少
傾
向
を
た
ど
り
、
〇
九
年
は
一
万
台
ラ
イ
ン
ま
で

落
ち
た
。
一
九
一
〇
年
以
降
は
輸
入
増
に
転
じ
た
が
、
一
四
年
に
始

ま
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
輸
入
台
数
は
急
減
し
、
一
六
年

に
再
び
増
加
傾
向
を
示
す
。

　

ま
た
、
一
九
〇
六
年
、
支
店
網
を
拡
大
す
る
一
方
で
、
シ
ン
ガ
ー

社
は
、
家
庭
で
の
ミ
シ
ン
利
用
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
東
京
麹
町
区

有
楽
町
と
大
阪
東
区
北
浜
の
二
ヵ
所
で
「
ミ
シ
ン
裁
縫
専
門
学
校
」

（
シ
ン
ガ
ー
ミ
シ
ン
裁
縫
女
学
院
）
を
開
校
し
た
。
東
京
校
で
は
、
一

〇
〇
〇
名
の
学
生
と
二
五
〇
名
の
寄
宿
生
を
収
容
し
た
と
い
う

A
t
B

。

　

シ
ン
ガ
ー
社
の
販
売
促
進
活
動
は
学
校
設
立
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

出
版
物
に
も
及
ん
で
い
た
。
日
本
上
陸
と
と
も
に
出
版
さ
れ
た
『
諸

製
造
所
用
裁
縫
機
械
目
録
表

A
u
B

』
で
は
、
発
動
機
具
、
発
動
機
台
、
滑

車
な
ど
も
販
売
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。「
諸
製
造
所
用
裁

縫
機
械
」
と
は
後
の
業
界
で
工
業
用
ミ
シ
ン
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
翌
〇
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
シ
ン
ガ
ー
裁
縫
機
械
使
用

法

第
一
五
、
二
七
、
二
八
種

A
v
B

』
で
は
家
庭
用
ミ
シ
ン
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
足
踏
式
の
コ
ツ
を
伝
授
す
る
こ
と
か
ら
解
説
が
始
ま
っ
て
い

る
。『
諸
製
造
所
用
裁
縫
機
械
目
録
表
』
で
は
冒
頭
で
原
動
機
の
販

促
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
点
と
比
較
す
れ
ば
、
双
方
の
刊
行
目
的
に

「
諸
製
造
所
用
」
と
家
庭
用
と
い
っ
た
違
い
が
あ
り
、
前
者
は
ま
さ

に
大
量
生
産
を
約
束
さ
せ
る
点
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、
後
者
の
場

合
、
シ
ン
ガ
ー
社
側
が
考
慮
し
て
い
た
家
庭
用
ミ
シ
ン
の
販
売
促
進

は
、
家
事
・
趣
味
と
し
て
の
裁
縫
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
支
店
網
の
拡
大
、
専
門
学
校
の
設
立
、
使
用
法
・

目
録
表
の
出
版
と
い
う
三
つ
の
販
売
促
進
活
動
を
つ
う
じ
、
工
場
へ

の
販
売
に
と
ど
ま
ら
ず
家
庭
へ
の
販
促
も
積
極
的
に
行
な
う
シ
ン
ガ

ー
社
の
上
陸
パ
タ
ー
ン
が
形
成
さ
れ
た

A
w
B

。

　

他
方
で
家
庭
へ
の
販
促
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ー
・
ミ
シ
ン
で
の
縫
製

を
念
頭
に
お
い
た
家
庭
向
け
裁
縫
教
科
書
が
複
数
、
出
版
さ
れ
続
け

た
。
一
九
〇
八
年
に
ミ
シ
ン
裁
縫
専
門
学
校
校
長
に
就
任
し
た
秦
利

舞
子
は
、
翌
〇
九
年
に
『
み
し
ん
裁
縫
ひ
と
り
ま
な
び

A
x
B

』
を
刊
行
し
、
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一
二
年
に
は
『
ミ
シ
ン
裁
縫
独
学
ビ

A
y
B

』
と
し
て
再
刊
し
た
。

　

シ
ン
ガ
ー
社
製
ミ
シ
ン
の
影
響
力
は
製
造
業
に
対
し
て
だ
け
で
な

く
、
衣
服
文
化
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。「
シ
ン
ガ
ー
ミ
シ

ン
の
輸
入
は
技
術
上
の
精
緻
精
巧
を
致
し
、
流
行
時
報
の
齎
さ
れ
た

結
果
は
意
匠
・
裁
ち
方
・
型
取
り
・
品
名
・
生
地
の
選
択
等
が
各
地

共
に
一
斉
に
新
規
秀
抜
な
も
の
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
つ

て
今
ま
で
俗
名
・
訛
音
で
呼
ん
で
ゐ
た
技
術
上
の
述
語
や
生
地
の
名

称
・
洋
服
の
種
別
名
等
を
洋
語
の
儘
に
使
用
さ
れ
る
に
至
つ
た
こ
と

で
あ
る
。
譬
へ
ば
「
ア
イ
ヨ
ニ
ン
グ
」
ひ
の
し
を
掛
け
る
事
、「
ア

イ
ロ
ン
」
ひ
の
し
、「
ア
ウ
ト
」
外
衣
又
は
表
の
意
味
、「
ア
ウ
ト
レ

ツ
ト
シ
イ
ム
」
縫
い
し
ろ
又
は
縫
込
の
事

A
z
B
（
後
略
）」
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
、
新
た
な
顧
客
層
が
ミ
シ
ン
需
要
を
増
加
さ
せ

た
可
能
性
は
高
い
。
主
に
小
規
模
衣
料
製
造
業
者
の
増
加
や
、
裁
縫

学
校
設
立
な
ど
が
ミ
シ
ン
普
及
を
促
進
さ
せ
た
。
道
府
県
レ
ベ
ル
や

市
郡
レ
ベ
ル
で
の
洋
服
組
合
は
、
一
八
六
八
年
か
ら
一
八
九
九
年
ま

で
の
三
二
年
間
で
一
八
組
、
一
九
〇
〇
年
か
ら
〇
六
年
ま
で
の
七
年

間
で
一
四
組
、
〇
七
年
か
ら
一
二
年
ま
で
の
六
年
間
で
一
四
組
が
結

成
さ
れ
て
い
る

A
{
B

。
こ
れ
ま
で
点
在
し
て
い
た
テ
ー
ラ
ー
は
、
シ
ン
ガ

ー
上
陸
以
降
に
同
業
組
合
を
次
々
に
設
立
し
て
い
く
。

　

以
上
、
こ
の
期
間
の
特
徴
を
ま
と
め
直
す
と
、
ミ
シ
ン
裁
縫
専
門

学
校
の
よ
う
に
学
生
を
集
中
さ
せ
る
形
で
ミ
シ
ン
技
術
が
教
授
さ
れ

る
傍
ら
、
支
店
網
拡
大
に
よ
っ
て
家
庭
へ
も
ミ
シ
ン
が
浸
透
し
は
じ

め
た
。
シ
ン
ガ
ー
系
列
以
外
の
裁
縫
学
校
に
ミ
シ
ン
縫
製
の
授
業
が

導
入
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
節
（
一
）
で

紹
介
し
た
よ
う
な
足
袋
専
業
の
工
場
が
株
式
会
社
化
・
巨
大
化
し
た

の
は
、
一
九
一
〇
年
代
後
半
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
足
袋
、
シ
ャ
ツ
、

股
引
な
ど
を
製
造
販
売
す
る
業
者
や
工
場
の
数
そ
の
も
の
が
増
加
し
、

そ
れ
ら
の
一
部
は
大
規
模
化
し
始
め
た
時
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
シ
ン
ガ
ー
・
ミ
シ
ン
の
普
及
に
よ
っ
て
、
衣
服
文
化
に
関
わ
る

製
品
を
カ
タ
カ
ナ
で
呼
ぶ
習
慣
も
形
成
さ
れ
た
。

【
ｄ
】　

一
九
一
八
〜
三
七
年

│
ミ
シ
ン
普
及
経
路
の
多
様
化

　

一
九
一
八
〜
三
七
年
の
動
向
で
ま
ず
顕
著
な
の
は
、
一
八
年
の
対

前
年
比
約
三
倍
の
輸
入
増
加
で
あ
る
。
以
後
二
三
年
ま
で
は
国
別
趨

勢
に
大
き
な
変
動
は
な
く
ア
メ
リ
カ
が
一
位
で
あ
っ
た
。
二
四
年
に

な
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
が
ア
メ
リ
カ
を
抜
き
、
三
七
年
ま
で
大
き
な
ウ

ェ
イ
ト
を
占
め
る

A
|
B

。
そ
れ
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
は
減
少

し
た
が
、
こ
の
転
換
は
シ
ン
ガ
ー
社
製
ミ
シ
ン
出
荷
工
場
の
シ
フ
ト

に
あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
シ
ン
ガ
ー
社
ク
ラ
イ
ド
バ
ン
ク
工
場
が
中
心
で
あ
っ
た
。
一
九
一

三
年
の
時
点
で
、
シ
ン
ガ
ー
社
の
年
間
生
産
台
数
は
二
五
〇
万
台
を
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数
え
て
お
り
、
ク
ラ
イ
ド
バ
ン
ク
工
場
単
独
で
は
一
三
〇
万
台
、
す

な
わ
ち
過
半
数
を
占
め
て
い
た

A
}
B

。
第
一
次
世
界
大
戦
を
経
た
一
八
年

頃
か
ら
日
本
へ
も
大
幅
な
輸
出
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

需
要
要
因
で
は
、
テ
ー
ラ
ー
が
関
与
し
た
種
々
の
裁
縫
学
校
が
二

〇
年
代
に
設
立
さ
れ
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
飯
島
民
次

郎

A
~
B

の
弟
子
で
あ
る
並
木
伊
三
郎
は
、
一
九
二
一
年
に
「
並
木
婦
人
子

供
服
裁
縫
教
授
所
」
を
開
校
し
、
翌
二
一
年
に
は
シ
ン
ガ
ー
・
ミ
シ

ン
販
売
店
の
経
験
を
も
つ
遠
藤
政
次
郎
と
協
力
し
「
文
化
裁
縫
女
学

院
」（
現
文
化
女
子
大
学
、
文
化
服
装
学
院
等
）
へ
と
再
編
し
た
。
同
年
、

飯
島
と
関
係
の
深
か
っ
た
テ
ー
ラ
ー
町
田
菊
之
助
は
「
婦
人
子
供
服

普
及
会
」
を
設
立
し
、
講
習
・
講
演
・
型
紙
販
売
を
開
始
し
た
。
他

に
も
飯
島
栄
次
が
神
田
に
「
飯
島
洋
裁
研
究
所
」
を
設
立
し
、
翌
年
、

「
飯
島
洋
裁
学
院
」
へ
昇
格
し
た
こ
と
な
ど
、
代
表
例
そ
の
も
の
が

多
い

A
C

B

。

　

二
点
目
の
需
要
要
因
と
し
て
、
家
庭
で
ミ
シ
ン
縫
製
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
が
二
〇
年
代
か
ら
活
用
さ
れ
は
じ
め
た
点
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
二
〇
年
、
婦
人
雑
誌
『
婦
人
之
友
』
で

西
島
芳
太
郎
が
洋
裁
実
習
と
誌
上
洋
裁
を
担
当
し
、
二
六
年
に
は
杉

野
芳
子
が
読
売
新
聞
で
洋
裁
講
座
の
連
載
を
は
じ
め
、
目
黒
に
「
ド

レ
ス
メ
ー
カ
ー
女
学
院
」
を
開
校
し
た

A
D

B

。
ミ
シ
ン
技
術
の
伝
授
は
出

版
物
に
と
ど
ま
ら
ず
、
二
六
年
に
は
、
加
藤
謙
吉
が
ラ
ジ
オ
婦
人
洋

裁
講
座
「
婦
人
服
の
裁
断
と
仕
立
方
」
を
開
始
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

二
〇
年
代
に
は
、
家
庭
に
対
し
て
ミ
シ
ン
縫
製
技
術
の
普
及
経
路
が

開
通
し
、
こ
れ
ま
で
の
工
場
や
裁
縫
学
校
で
行
な
わ
れ
る
一
極
集
中

に
よ
る
作
業
や
授
業
と
は
異
な
っ
た
伝
達
経
路
も
活
用
さ
れ
は
じ
め

た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
三
〇
年
代
の
裁
縫
学
校
向
け
指
導
書
で
あ
る
『
裁
縫
学
習

原
論

A
E

B

』
で
は
、
教
室
設
備
の
項
目
覧
に
、「
掛
図
の
一
例
」
と
し
て
、

シ
ン
ガ
ー
社
の
家
庭
用
ミ
シ
ン
、
工
業
用
ミ
シ
ン
の
ボ
ビ
ン
・
ケ
ー

ス
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ー
系
列
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、

裁
縫
学
校
で
は
シ
ン
ガ
ー
社
製
が
多
分
に
活
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
指
導
書
に
は
、
シ
ン
ガ
ー
社
製
の
家
庭
用
ミ
シ
ン
と
工

業
用
ミ
シ
ン
が
並
列
に
図
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
双
方
の
利
用

を
念
頭
に
お
い
て
授
業
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
節
、
姫

路
市
藤
本
仕
立
店
の
事
例
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
家
庭
に
は
家
庭
用

ミ
シ
ン
だ
け
が
利
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
工
業
用
ミ
シ
ン
も
利

用
さ
れ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

　

ミ
シ
ン
を
英
語
で
い
う
と
シ
ン
ガ
ー
だ
と
い
う
冗
談

A
F

B

が
通
じ
た
二

〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
ミ
シ
ン
縫
製
の
技
術
は
、
工
場

で
の
作
業
や
学
校
で
の
授
業
の
よ
う
な
集
中
的
な
形
態
と
、
家
庭
で
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の
印
刷
物
・
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
じ
た
分
散
的
な
形
態
の
両
側
面
か
ら

普
及
し
て
い
っ
た
。
な
か
に
は
、
販
売
先
の
家
庭
に
ミ
シ
ン
教
授
を

行
な
う
場
合
も
あ
っ
た
。
一
例
を
挙
げ
て
お
く
と
、「
シ
ン
ガ
ー
小

浜
分
店
」
で
、「
シ
ン
ガ
ー
裁
縫
機
販
売
附
属
品
一
式
」
を
販
売
す

る
傍
ら
、「
家
庭
シ
ン
ガ
ー
裁
縫
無
料
教
授
」
を
行
な
っ
て
い
た

A
G

B

。

　

図
１
か
ら
は
、
二
〇
年
代
・
三
〇
年
代
の
日
本
列
島
に
お
け
る
ミ

シ
ン
累
積
台
数
増
加
の
伸
び
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
以
上
の
考
察
を
も
っ
て
ミ
シ
ン
普
及
の
趨
勢
は
、
お
よ
そ
以

下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ミ
シ
ン
は
一
九

世
紀
最
後
の
四
半
世
紀
に
陸
軍
被
服
廠
や
軍
服
受
託
工
場
の
よ
う
な

大
規
模
・
小
規
模
工
場
と
、
一
部
の
テ
ー
ラ
ー
や
縫
製
業
者
な
ど
小

規
模
製
造
業
者
に
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
段
階
で
は
ミ
シ
ン
の
累
積
台

数
は
一
〇
万
台
に
満
た
な
い
。
一
九
〇
〇
年
代
〜
一
〇
年
代
に
な
る

と
、
民
間
大
規
模
工
場
や
洋
裁
学
校
へ
も
ミ
シ
ン
が
設
置
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
累
積
台
数
は
二
〇
万
台
を
超
え
五
〇
万
台
に
ま
で
増
加

し
て
い
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
小
規
模
製
造
業
者
へ
の
導
入
も
一

層
促
進
さ
れ
、
ま
た
、
ミ
シ
ン
の
存
在
が
家
庭
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
一
部
が
導
入
さ
れ
は
じ
め
た
。
二
二
年
の
累
積
台
数
は
九
〇

万
台
を
超
え
、
一
七
年
か
ら
倍
増
し
て
い
る
。
二
七
年
か
ら
三
七
年

ま
で
の
一
〇
年
間
で
は
約
八
〇
万
台
の
ミ
シ
ン
が
累
積
し
た
。
年
間

八
万
台
の
ペ
ー
ス
で
あ
る
。

　

二
〇
・
三
〇
年
代
に
お
け
る
上
記
の
ミ
シ
ン
累
積
に
は
、
家
庭
の

存
在
が
大
き
い
。
こ
の
累
積
台
数
増
加
に
は
、
家
庭
に
お
け
る
ミ
シ

ン
が
、
家
族
の
自
家
消
費
と
し
て
活
用
さ
れ
た
消
費
財
の
側
面
と
、

家
計
維
持
・
家
計
補
助
的
な
労
働
に
活
用
さ
れ
た
生
産
財
の
側
面
と

い
う
二
つ
の
局
面
が
共
存
し
た
。
ま
た
、
東
京
の
三
越
、
白
木
屋
、

松
坂
屋
、
高
島
屋
、
伊
勢
丹
な
ど
の
大
手
百
貨
店
が
、
洋
服
部
門
の

職
工
員
を
大
幅
に
増
員
し
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た

A
H

B

。

【
ｅ
】　

ま
と
め

│
一
九
世
紀
末
シ
ン
ガ
ー
社
の
販
売
網
と
日
本
へ

の
普
及

　

一
九
〇
〇
年
以
降
に
開
始
さ
れ
た
シ
ン
ガ
ー
社
の
日
本
上
陸
は
第

四
代
社
長
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ボ
ー
ン
期
（
一
八
八
九
〜
一
九
〇
五
年
）

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
展
開
を
支
え
た
体
制
は
、
既
に
第

三
代
社
長
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
期
（
一
八
八
二
〜
八
九
年
）
に
形
成
さ
れ

て
い
た
。
同
期
間
に
開
設
さ
れ
た
シ
ン
ガ
ー
販
売
網
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
フ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ

ン
ガ
リ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

イ
ン
ド
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ

ン
、
カ
ナ
ダ
、
西
イ
ン
ド
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
に
跨
っ
て
い
る

A
I

B

。

　

一
八
九
七
年
に
設
立
さ
れ
た
ロ
シ
ア
の
ポ
ド
ル
ス
ク
工
場
は
、
一
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九
一
〇
年
代
に
な
る
と
シ
ン
ガ
ー
社
製
ミ
シ
ン
の
三
分
の
一
を
製
造

し
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
一
九
一
三
年
に
は
、
シ
ン
ガ
ー
社
の
年

間
生
産
台
数
は
二
五
〇
万
台
を
数
え
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ド
バ
ン
ク
工
場
の
み
で
過
半
数
を
製
造
し
た
。

シ
ン
ガ
ー
社
は
ロ
シ
ア
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
工
場
生
産
に
重
点

を
置
き
な
が
ら
、
一
九
一
三
年
に
は
地
球
全
体
に
船
便
で
輸
送
可
能

な
段
階
に
入
っ
て
い
た

A
J

B

。
こ
の
よ
う
に
、
一
〇
年
代
初
頭
は
地
球
規

模
で
の
シ
ン
ガ
ー
社
販
売
網
が
確
立
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　

シ
ン
ガ
ー
・
ミ
シ
ン
の
日
本
へ
の
普
及
経
路
は
、
工
場
や
学
校
の

よ
う
な
一
括
大
量
需
要
の
場
合
と
、
シ
ン
ガ
ー
販
売
店
の
網
羅
的
展

開
に
も
と
づ
い
た
場
合
の
二
つ
の
経
路
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
い
ず
れ

の
経
路
に
も
、
雑
誌
や
指
導
書
、
そ
し
て
ラ
ジ
オ
な
ど
メ
デ
ィ
ア
が

大
き
く
関
与
し
た
。
日
本
が
ミ
シ
ン
の
国
産
化
を
実
現
さ
せ
た
の
は
、

シ
ン
ガ
ー
が
地
球
全
体
を
顧
客
先
と
し
て
取
り
込
め
る
体
制
に
入
っ

た
二
〇
年
以
上
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

本
節
で
は
、
ミ
シ
ン
輸
入
の
動
向
と
受
容
過
程
に
つ
い
て
、
シ
ン

ガ
ー
社
の
展
開
を
背
景
に
、
利
用
パ
タ
ー
ン
を
日
本
中
心
に
紹
介
し

た
。
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
地
球
規
模
で
の

ミ
シ
ン
普
及
は
、
何
も
シ
ン
ガ
ー
一
社
の
展
開
に
留
ま
ら
ず
、
針
一

本
で
裁
縫
さ
れ
て
い
た
段
階
と
は
異
な
っ
た
衣
料
生
産
の
段
階
を
推

進
し
た
の
で
あ
っ
た
。

三　

ミ
シ
ン
の
特
徴
と
産
業
革
命
の
質
的
意
義

（
１
）ミ
シ
ン
の
特
徴

│
小
型
と
分
散
性

　

ミ
シ
ン
は
、
工
場
だ
け
で
な
く
家
庭
に
も
設
置
可
能
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
、
小
型
と
い
う
側
面
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
販
売
上
の

区
別
で
あ
る
工
業
用
ミ
シ
ン
や
家
庭
用
ミ
シ
ン
、
あ
る
い
は
動
力
に

よ
る
区
別
で
あ
る
手
廻
式
、
足
踏
式
、
電
動
式
等
々
を
問
わ
ず
、
ミ

シ
ン
は
部
屋
に
も
設
置
さ
れ
た
。
二
〇
世
紀
前
半
の
日
本
の
家
庭
に

家
具
は
多
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
一
人
で
一
台
を
利
用
す
る
こ
と

が
可
能
な
ミ
シ
ン
は
、
大
型
の
も
の
で
も
十
分
設
置
可
能
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
裁
縫
は
、
予
め
設
計
さ
れ
て
い
る
衣
服
形
態
を
念
頭
に
、
布

（cloth

）
を
裁
断
し
た
後
に
縫
合
す
る
作
業
で
あ
る
。
各
パ
ー
ツ
に

裁
断
さ
れ
た
布
を
縫
合
す
る
た
め
、
衣
服
の
英
単
語
「clothes

」

は
布
の
複
数
形
と
な
っ
て
い
る

A
K

B

。
縫
製
作
業
が
動
作
の
小
さ
い
も
の

で
あ
る
点
も
、
小
型
と
い
う
ミ
シ
ン
の
特
徴
を
保
証
す
る
。

　

ミ
シ
ン
の
二
つ
目
の
特
徴
に
分
散
性
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

先
に
触
れ
た
と
お
り
、
ミ
シ
ン
は
、
家
内
労
働
に
利
用
さ
れ
た
ほ
と

ん
ど
唯
一
の
機
械
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
一
つ
目
の
特
徴
で
あ
る

小
型
と
い
う
側
面
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
ミ
シ
ン
縫
製
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は
、
無
料
で
家
族
や
知
人
に
縫
製
し
た
場
合
、
趣
味
・
余
暇
と
な
り
、

有
料
で
問
屋
な
ど
の
委
託
側
へ
縫
製
し
た
り
、
自
家
工
場
で
衣
料
を

製
造
し
た
り
す
れ
ば
、
労
働
・
職
業
と
な
る
。
ミ
シ
ン
は
趣
味
と
労

働
と
の
境
界
を
融
合
さ
せ
る
。

　

足
踏
式
ミ
シ
ン
の
よ
う
な
据
え
置
き
型
で
あ
ろ
う
と
、
手
廻
式
ミ

シ
ン
や
電
動
ミ
シ
ン
の
よ
う
な
持
ち
運
び
型
で
あ
ろ
う
と
、
重
量
や

サ
イ
ズ
の
違
い
は
存
在
し
て
も
、
本
質
的
な
区
別
は
存
在
し
な
い
。

　

二
〇
世
紀
前
半
の
ミ
シ
ン
が
高
価
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
広
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
工
場
主
が
ミ
シ
ン
を
購
入
し
、
委
託
先
の
家
庭

に
貸
与
し
さ
え
す
れ
ば
、
同
一
機
械
に
よ
っ
て
、
工
場
と
い
う
一
極

集
中
型
生
産
体
制
と
、
家
庭

A
L

B

と
い
う
分
散
型
生
産
体
制
の
二
つ
の
生

産
体
制
が
出
現
す
る
。
藤
本
仕
立
店
の
事
例
で
み
た
と
お
り
、
こ
の

二
つ
の
生
産
体
制
は
時
に
融
合
し
複
層
的
な
生
産
体
制
を
形
成
し
た
。

（
２
）マ
ル
ク
ス
の
ミ
シ
ン
論

　

家
庭
を
中
心
に
、
ミ
シ
ン
が
消
費
財
と
し
て
も
生
産
財
と
し
て
も

活
用
さ
れ
る
事
態
が
ひ
と
た
び
進
行
す
る
と
、
ミ
シ
ン
利
用
者
は
、

消
費
者
で
あ
る
と
同
時
に
生
産
者
へ
も
素
早
く
変
化
す
る
。
日
本
の

場
合
は
、
そ
れ
が
二
〇
世
紀
前
半
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
。
ミ
シ
ン

の
技
術
移
転
は
、
家
庭
の
な
か
で
は
母
か
ら
娘
へ
、
小
規
模
工
場
の

な
か
で
は
親
方
か
ら
徒
弟
へ
、
大
規
模
工
場
や
裁
縫
学
校
の
な
か
で

は
、
技
師
・
教
師
か
ら
労
働
者
・
学
生
へ
、
そ
し
て
、
新
聞
・
雑

誌
・
教
科
書
や
ラ
ジ
オ
を
つ
う
じ
て
著
名
人
か
ら
家
庭
へ
、
ミ
シ
ン

と
そ
の
利
用
法
は
様
々
な
経
路
で
普
及
し
て
い
っ
た
。
ミ
シ
ン
は
、

そ
の
利
用
者
の
暗
黙
知
と
形
式
知

A
M

B

の
両
方
に
対
応
し
な
が
ら
、
機
械

工
的
熟
練
労
働
を
可
能
に
さ
せ
た
。

　

さ
て
、
ミ
シ
ン
の
代
名
詞
と
な
っ
た
シ
ン
ガ
ー
社
は
、
第
二
節

「
ま
と
め
」
で
記
し
た
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
地
球
規
模
で
の

販
路
を
築
い
た
。
マ
ル
ク
ス
が
シ
ン
ガ
ー
社
製
ミ
シ
ン
を
目
の
当
た

り
に
し
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
彼
が
『
資
本
論
』
の
な
か
で
、
ミ

シ
ン
縫
製
に
よ
る
衣
料
を
「die Produktion von “W

earing 
A

A
N

B

pparel ”

」 （「
衣
服
」
生
産
ま
た
は
「
既
製
服
」
生
産
）
と
英
語
で
記

し
て
い
る
点
は
、
一
九
世
紀
中
後
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
衣
服
生
産

が
産
業
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
一
九
世
紀

中
期
、
南
北
戦
争
に
よ
っ
て
軍
服
生
産
が
活
況
を
呈
し
、
一
八
七
〇

年
代
に
は
労
働
者
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ジ
ー
ン
ズ
の
製
造
販
売
が
着

手
さ
れ
た

A
O

B

ア
メ
リ
カ
と
の
違
い
が
、
こ
の
よ
う
な
英
語
表
記
に
さ
せ

た
の
で
あ
ろ
う

A
P

B

。

　

こ
れ
ま
で
自
家
消
費
と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
衣
服
は
、

ミ
シ
ン
と
い
う
機
械
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
不
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特
定
多
数
の
顧
客
を
対
象
に
し
た
製
品
と
な
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
が

『
資
本
論
』
を
執
筆
し
た
一
九
世
紀
中
後
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

ミ
シ
ン
縫
製
に
よ
る
衣
服
生
産
は
産
業
化
の
端
緒
に
付
い
た
ば
か
り

で
あ
り
、
ミ
シ
ン
と
い
う
機
械
に
よ
っ
て
様
々
な
衣
料
・
服
飾
品
部

門
が
急
速
に
産
業
化
し
た
。「
ミ
シ
ン
は
さ
し
あ
た
り
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
チ
ュ
ア
経
営
の
新
し
い
一
要
因
を
な
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
仕

立
業
、
シ
ャ
ツ
製
造
業
、
靴
製
造
業
そ
の
他
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
形
態

が
混
在
し
て
い
る
。（
中
略
）
し
か
し
、
い
か
に
さ
ま
ざ
ま
な
過
渡

的
形
態
が
存
在
す
る
と
い
っ
て
も
、
本
来
の
工
場
経
営
へ
と
向
か
う

変
化
の
傾
向
は
お
お
い
隠
す
べ
く
も
な
い

A
Q

B
」。

　

そ
し
て
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
が
「
本
来
の
工
場
経
営
」
へ
向

か
う
展
開
は
、
ミ
シ
ン
の
特
徴
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、「
ミ
シ
ン
は
様
々
な
形
態
で
応
用
可
能
で
あ
り
、
そ

れ
ゆ
え
、
か
つ
て
分
離
し
て
い
た
取
引
部
門
を
同
一
建
造
物
の
な
か

に
、
ま
た
同
一
資
本
の
指
揮
下
に
、
統
合
す
る
推
進
力
と
な
る
。
ま

た
中
間
作
業
と
し
て
の
縫
製
や
そ
の
他
の
作
業
は
、
機
械
の
設
置
場

所
で
お
こ
な
う
の
が
も
っ
と
も
適
し
て
い
る
と
い
う
事
情
も
、
こ
う

し
た
傾
向
を
う
な
が
す
一
因
と
な
る

A
R

B

」。

　

前
節
ま
で
に
確
認
し
た
と
お
り
、
ミ
シ
ン
は
工
場
へ
も
家
庭
へ
も

設
置
可
能
な
機
械
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
自
家
消
費
や
一
部
の
個
人

消
費
者
に
限
定
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
衣
服
生
産
に
は
、
新
し
く
、

「
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
や
製
品
在
庫
の
た
め
に
働
く

A
S

B

」
と
い
う
側

面
が
追
加
さ
れ
た
。

　

工
場
と
家
庭
へ
の
ミ
シ
ン
設
置
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、「
本
来
の

工
場
経
営
」
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
着
眼
点
は
、
施
設
・
集
中
作
業
場

と
し
て
の
工
場
の
み
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
は
な
い
。
ミ
シ
ン
の

家
庭
へ
の
設
置
に
注
目
す
る
マ
ル
ク
ス
は
、「
も
っ
と
も
規
模
が
大

き
い
の
は
い
わ
ゆ
る
家
内
労
働
者

A
T

B

」
で
あ
る
と
導
出
し
、
ミ
シ
ン
普

及
の
裾
野
の
広
さ
を
捉
え
て
い
る
。
そ
の
家
内
労
働
者
は
、「
マ
ニ

ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
、
製
品
在
庫
、
そ
し
て
一
部
は
小
規
模
な
親
方
た

ち
の
外
部
拠
点
と
な
っ
て
い
る

A
U

B

」。

　

ま
た
、
一
九
世
紀
中
後
期
に
登
場
し
た
ミ
シ
ン
は
、
一
八
世
紀
産

業
革
命
を
前
提
と
し
た
種
々
の
機
械
の
系
譜
を
受
け
継
い
で
い
る
。

一
台
の
機
械
を
動
力
機
関
、
伝
達
機
構
、
作
業
機
（
道
具
機
）
の
三

つ
の
部
分
に
分
割
し
、
作
業
機
部
分
を
一
八
世
紀
産
業
革
命
の
原
点

と
捉
え
た
マ
ル
ク
ス
は
、
作
業
機
部
分
で
は
指
先
か
ら
生
産
技
術
が

離
脱
す
る
点
に
着
目
し
た
。
作
業
工
程
に
機
械
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、「
機
械
を
目
で
監
視
し
、
手
で
そ
の
誤
り
を
正
す
と
い

う
新
し
く
生
じ
る
作
業

A
V

B

」
が
労
働
者
へ
新
た
に
付
与
さ
れ
た
。
す
な

わ
ち
、
機
械
導
入
に
よ
り
、
労
働
者
の
身
体
機
能
に
変
化
が
生
じ
、
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眼
球
に
は
機
械
監
視
機
能
が
、
手
や
指
に
は
機
械
の
誤
作
動
訂
正
・

修
理
機
能
が
備
わ
っ
た
。
こ
こ
に
新
た
な
熟
練
労
働
が
発
生
し
、
原

材
料
を
直
接
加
工
す
る
部
分
の
作
業
は
人
間
で
は
な
く
機
械
の
担
当

と
な
っ
た

A
W

B
。
こ
の
身
体
機
能
の
変
化
を
原
因
と
し
て
、
本
稿
で
検
討

し
た
ミ
シ
ン
縫
製
技
術
の
種
々
の
経
路
が
展
開
す
る
余
地
、
と
く
に

形
式
知
に
よ
る
技
術
伝
達
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
ミ
シ
ン
縫
製
者
や
仕
立
業
者
を
「
以
前
の
よ
う
に
個
人

の
消
費
者
の
た
め
に
働
く
の
で
は
な
く
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
や

製
品
在
庫
の
た
め
に
働
く

A
X

B

」
と
述
べ
た
マ
ル
ク
ス
に
は
、
生
産
体
制

に
関
し
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
や
工
場
な
ど
、
施
設
の
観
点
か
ら

包
括
的
に
論
じ
る
傾
向
が
強
く
、
家
内
労
働
者
を
含
む
ミ
シ
ン
縫
製

者
の
視
点
に
は
立
た
な
い
。
そ
の
傾
向
は
、
労
働
者
を
資
本
主
義
の

被
害
者
と
し
て
強
調
す
る
視
点
に
も
通
じ
て
お
り

A
Y

B

、
後
代
の
マ
ル
ク

ス
経
済
史
学
に
み
ら
れ
た
一
面
的
な
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
型
の
生
産
体

制
理
解
を
生
ん
だ
。
し
か
し
、
ミ
シ
ン
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
場
経
済
を
構
成
す
る
一
つ
の
要
素
と
し
て
家
庭
を
取
り
上
げ
、
家

庭
（
な
い
し
は
女
性
）
を
生
産
主
体
と
し
て
位
置
づ
け
た
彼
の
着
眼

点
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
１
）　

出
口
稔
編
『
日
本
洋
服
史

│
一
世
紀
の
歩
み
と
未
来
展
望
』

洋
服
業
界
記
者
ク
ラ
ブ
「
日
本
洋
服
史
刊
行
委
員
会
」、
一
九
七

六
年
。
ウ
ィ
ラ
ー
＆
ウ
ィ
ル
ソ
ン
社
は
、
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
時

の
軍
服
・
軍
靴
生
産
向
け
に
ミ
シ
ン
が
大
量
利
用
さ
れ
た
一
社
で

あ
る
。

（
２
）　

出
口
稔
編
、
前
掲
書
。

（
３
）　

日
本
ミ
シ
ン
産
業
史
編
纂
委
員
会
『
日
本
ミ
シ
ン
産
業
史
』
日

本
ミ
シ
ン
協
会
、
一
九
六
一
年
。

（
４
）　

同
書
。

（
５
）　

小
原
博
『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
生
成
史
論
』
増
補
版
、
税
務
経
理

協
会
、
一
九
九
一
年
。

（
６
）　D

on Bissell, T
he F

irst C
onglom

erate: 145 Years of the 

S
in

ger S
ew

in
g M

achin
e C

om
pan

y, A
udenreed Press, 

1999.

（
７
）　

桑
原
哲
也
「
初
期
多
国
籍
企
業
の
対
日
投
資
と
民
族
企
業
」

（
神
戸
大
学
経
済
経
営
学
会
『
国
民
経
済
雑
誌
』
第
一
八
五
巻
第

五
号
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
８
）　

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
「
ミ
シ
ン
の
宣
伝
と
利
用
か
ら
読

み
取
る
女
性
像
」（
京
都
橘
大
学
女
性
歴
史
文
化
研
究
所
『
女
性

歴
史
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
四
号
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
９
）　

日
本
ミ
シ
ン
産
業
史
編
纂
委
員
会
、
前
掲
書
、
一
九
ペ
ー
ジ
。

（
10
）　
『
陸
軍
法
令
全
集
第
四
冊
』
内
外
兵
事
新
聞
局
、
一
八
九
九
年
、

三
一
七
ペ
ー
ジ
。

（
11
）　

日
本
ミ
シ
ン
産
業
史
編
纂
委
員
会
、
前
掲
書
、
三
一
ペ
ー
ジ
。

（
12
）　

同
じ
工
場
で
も
「
製
造
品
種
」
が
刊
行
年
に
よ
っ
て
異
な
る
た



138139

め
、
軍
服
受
託
工
場
の
全
容
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
13
）　

当
段
落
は
、
中
込
省
三
『
日
本
の
衣
服
産
業

│
衣
料
品
の
生

産
と
流
通
』
東
洋
経
済
、
一
九
七
五
年
、
四
六
〜
四
八
ペ
ー
ジ
を

参
照
し
た
。

（
14
）　

金
子
要
二
郎
編
著
『
福
助
足
袋
の
六
十
年
』
福
助
足
袋
株
式
会

社
、
一
九
四
二
年
、
一
三
ペ
ー
ジ
。

（
15
）　

日
本
ミ
シ
ン
産
業
史
編
纂
委
員
会
、
前
掲
書
、
二
六
ペ
ー
ジ
。

（
16
）　
『
工
場
通
覧
』
一
九
一
一
年
版
（
調
査
年
は
一
九
〇
九
年
）。

（
17
）　

以
上
、
牧
野
輝
智
『
現
代
発
明
家
伝
』
帝
国
発
明
協
会
、
一
九

一
一
年
、
一
五
二
〜
一
五
三
ペ
ー
ジ
。

（
18
）　

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
創
業
者
の
石
橋
正
二
郎
が
仕
立
業
者
の
多
品
目

製
造
の
非
合
理
性
を
感
じ
、
足
袋
専
業
へ
と
踏
み
切
っ
た
経
緯
に

つ
い
て
は
、
石
橋
正
二
郎
『
私
の
歩
み
』（
一
九
六
二
年
）、『
回

想
記
』（
一
九
七
〇
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
19
）　

石
橋
正
二
郎
『
私
の
歩
み
』（
一
九
六
二
年
）、
同
『
回
想
記
』

（
一
九
七
〇
年
）。

（
20
）　

出
口
稔
編
、
前
掲
書
、
二
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
21
）　
『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
一
九
一
五
年
一
月
三
〇
日
）。
引
用
は
神

戸
大
学
電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
。
同
シ
ス
テ
ム
は
新
字
体

で
入
力
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
そ
れ
を
敷
衍
し
た
。
な
お
、
句

点
の
挿
入
は
筆
者
に
よ
る
。

（
22
）　

商
工
社
編
、
一
九
一
四
年
刊
（
渋
谷
隆
一
編
『
都
道
府
県
別　

資
産
家
地
主
総
覧
』
岡
山
県
版
所
収
）。

（
23
）　

出
口
稔
編
、
前
掲
書
、
三
〇
一
ペ
ー
ジ
。

（
24
）　

桐
澤
信
六
『
調
査
第
十
七
輯　

滿
洲
に
於
け
る
綿
洋
服
及
服

地
』
滿
洲
輸
入
組
合
聨
合
會
商
業
研
究
部
、
一
九
三
八
年
。

（
25
）　

同
書
、
序
。

（
26
）　

同
書
、
四
四
ペ
ー
ジ
。

（
27
）　

同
書
、
四
五
ペ
ー
ジ
。

（
28
）　

同
書
、
六
〇
ペ
ー
ジ
。

（
29
）　

同
書
、
四
五
ペ
ー
ジ
。

（
30
）　

同
書
、
一
二
六
〜
一
二
七
ペ
ー
ジ
。

（
31
）　

同
書
、
八
ペ
ー
ジ
。

（
32
）　

高
野
剛
「
高
度
成
長
期
の
授
産
「
内
職
」
活
動
」（
大
阪
市
立

大
学
経
済
学
会
『
経
済
学
雑
誌
』
第
一
〇
五
巻
第
四
号
、
日
本
評

論
社
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）。
高
野
論
文
か
ら
は
、
授
産
場
で
ミ

シ
ン
縫
製
の
比
重
が
高
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
33
）　

こ
の
事
例
以
外
に
も
、
当
時
の
婦
人
雑
誌
を
紹
介
し
た
概
略
的

な
も
の
と
し
て
、
吉
本
洋
子
「
女
の
自
立
を
支
え
た
洋
裁
」（
小

泉
和
子
編
『
洋
裁
の
時
代

│
日
本
人
の
衣
服
革
命
』
Ｏ
Ｍ
出
版
、

二
〇
〇
四
年
、
第
二
章
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
34
）　

大
阪
市
役
所
『
洋
服
受
託
製
造
工
業
の
現
況
』（
大
阪
市
中
小

商
工
業
調
査
資
料　

第
十
三
篇
、
一
九
四
〇
年
一
二
月
調
）。

（
35
）　

藤
本
祥
二
氏
文
書
「
磯
吉
出
入
帳
」。

（
36
）　
「
蛇
の
目
印
」
は
蛇
の
目
型
ボ
ビ
ン
・
ケ
ー
ス
を
さ
す
と
考
え

ら
れ
る
。
蛇
の
目
ミ
シ
ン
で
は
な
い
。

（
37
）　

シ
ン
ガ
ー
製
造
會
社
『
諸
製
造
所
用
裁
縫
機
械
目
録
表
』
一
九

〇
〇
年
。

（
38
）　

蓮
田
重
義
『
工
業
用
ミ
シ
ン
総
合
カ
タ
ロ
グ
』
工
業
ミ
シ
ン
新

報
社
、
一
九
五
八
年
、
二
五
ペ
ー
ジ
。
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（
39
）　

島
野
隆
夫
『
商
品
生
産
輸
出
入
物
量
累
年
統
計
表
』
有
恒
書
院
、

一
九
八
〇
年
。

（
40
）　

耐
用
年
数
の
平
均
値
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
大
阪
府
ミ
シ
ン

商
業
協
同
組
合
（
大
阪
市
天
王
寺
区
）、
社
団
法
人
日
本
縫
製
機

械
工
業
会
（
東
京
都
港
区
）
の
両
組
合
を
は
じ
め
、
個
人
の
方
々

か
ら
も
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。
日

本
縫
製
機
械
工
業
会
か
ら
頂
い
た
助
言
に
よ
る
と
、
戦
前
期
に
輸

入
さ
れ
た
ミ
シ
ン
に
つ
い
て
、
一
台
の
重
量
や
耐
用
年
数
の
平
均

値
を
算
出
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
筆
者
文
責
の
も
と
で
、
本
文
ど
お
り
の
試
算
を
試
み
た
。

な
お
、
ア
パ
レ
ル
業
者
の
方
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
話
で
は
、

シ
ン
ガ
ー
社
製
ミ
シ
ン
な
ら
耐
用
年
数
が
一
世
紀
に
迫
る
で
あ
ろ

う
と
い
っ
た
指
摘
も
頂
い
た
。

（
41
）　

藤
本
仕
立
店
で
は
、
戦
時
下
に
お
け
る
ミ
シ
ン
の
回
収
に
際
し
、

油
紙
で
ミ
シ
ン
を
包
み
、
近
所
の
プ
ー
ル
へ
隠
し
た
と
い
う
。
こ

の
点
、
同
店
創
業
者
政
吉
の
孫
に
あ
た
る
現
当
主
、
藤
本
祥
二
氏

に
貴
重
な
体
験
談
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。

（
42
）　

横
浜
や
神
戸
な
ど
居
留
地
に
お
け
る
テ
ー
ラ
ー
の
活
躍
に
つ
い

て
は
、
前
掲
の
『
日
本
洋
服
史
』、『
日
本
ミ
シ
ン
産
業
史
』、『
洋

裁
の
時
代
』
ほ
か
、
比
較
的
文
献
が
豊
富
に
存
在
す
る
。
居
留
地

の
テ
ー
ラ
ー
の
な
か
に
は
、
中
国
人
が
技
術
伝
授
し
た
場
合
も
あ

っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
安
井
三
吉
『
帝
国
日
本
と
華
僑

│
日
本
・
台
湾
・
朝
鮮
』（
青
木
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参

照
の
こ
と
。
ま
た
、
同
G
昌
西
服
店
、
同
G
和
西
服
店
な
ど
、
二

〇
世
紀
転
換
期
横
浜
に
お
け
る
中
国
人
テ
ー
ラ
ー
の
具
体
像
は
、

冷
芸
『
裁
L
的
故
事

│
从
小
裁
L
到
大
I
』（
上
海
書
店
出
版

社
、
二
〇
〇
五
年
、
八
六
〜
八
七
ペ
ー
ジ
）
で
概
要
が
記
さ
れ
て

い
る
。
他
方
、
同
時
期
上
海
に
お
け
る
日
本
人
テ
ー
ラ
ー
に
つ
い

て
は
、
一
九
〇
四
年
当
時
最
大
の
日
本
人
街
文
K
　

I
路
で
営
業
す

る
杉
浦
西
服
店
の
写
真
が
確
認
で
き
る
（
熊
月
之
・
H
学
强
・
晏

可
佳
J
　

M
『
上
海
的
外
国
人
（
一
八
四
二
│
一
九
四
九
）』
上
海

古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
一
五
一
〜
一
五
二
ペ
ー
ジ
）。

（
43
）　

日
本
ミ
シ
ン
産
業
史
編
纂
委
員
会
、
前
掲
書
、
二
〇
ペ
ー
ジ
。

（
44
）　

同
書
、
一
九
ペ
ー
ジ
。

（
45
）　

同
書
、
二
一
、
二
三
ペ
ー
ジ
。

（
46
）　
『
大
日
本
外
国
貿
易
年
表
』
大
蔵
省
、
各
年
版
。

（
47
）　

日
本
ミ
シ
ン
産
業
史
編
纂
委
員
会
、
前
掲
書
、
一
三
ペ
ー
ジ
。

（
48
）　

桑
原
哲
也
、
前
掲
論
文
。

（
49
）　

同
右
。

（
50
）　

日
本
ミ
シ
ン
産
業
史
編
纂
委
員
会
、
前
掲
書
、
一
九
ペ
ー
ジ
。

な
お
、
開
校
年
は
一
九
〇
七
年
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、

小
泉
和
子
編
、
前
掲
書
に
記
載
の
一
九
〇
六
年
と
判
断
し
た
。

（
51
）　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
シ
ン
ガ
ー
製
造
会
社
輸
出
部
、
一
九
〇
〇
年
。

（
52
）　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
シ
ン
ガ
ー
製
造
会
社
輸
出
部
、
一
九
〇
一
年
。

（
53
）　

上
陸
当
初
か
ら
シ
ン
ガ
ー
は
月
賦
販
売
を
導
入
し
て
お
り
、
テ

ー
ラ
ー
層
を
中
心
に
歓
迎
さ
れ
て
い
た
（
出
口
稔
編
、
前
掲
書
、

二
〇
九
ペ
ー
ジ
）。

（
54
）　

出
版
は
シ
ン
ガ
ー
ミ
シ
ン
裁
縫
女
学
院
実
業
部
、
の
ち
秦
商
店

か
ら
再
販
さ
れ
た
。

（
55
）　

出
版
は
シ
ン
ガ
ー
ミ
シ
ン
会
社
。
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（
56
）　

大
阪
洋
服
商
同
業
組
合
『
日
本
洋
服
沿
革
史
』
一
九
三
〇
年
、

一
五
一
〜
一
五
二
ペ
ー
ジ
。

（
57
）　

出
口
稔
編
、
前
掲
書
、
二
二
八
〜
二
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
58
）　

以
上
の
国
別
推
移
は
、『
大
日
本
外
国
貿
易
年
表
』（
大
蔵
省
、

各
年
版
）。

（
59
）　D

on Bissell, op. cit., p. 110.

（
60
）　

一
八
八
一
年
に
フ
ラ
ン
ス
人
セ
ス
フ
ィ
ジ
ョ
レ
ー
か
ら
裁
縫
を

学
び
、
八
三
年
に
東
京
築
地
入
船
町
で
「
飯
島
貴
族
婦
人
専
用
洋

服
店
」
を
開
業
し
た
（
民
次
郎
の
孫
に
あ
た
る
飯
島
弘
氏
か
ら
同

家
墓
誌
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
）。

（
61
）　

小
泉
和
子
「
花
開
く
洋
裁
学
校
」
小
泉
和
子
編
、
前
掲
書
、
第

一
章
。

（
62
）　

同
右
。

（
63
）　

酒
井
の
ぶ
子
『
裁
縫
学
習
原
論
』
東
洋
図
書
、
一
九
三
七
年
、

三
四
四
ペ
ー
ジ
。

（
64
）　

日
本
ミ
シ
ン
産
業
史
編
纂
委
員
会
、
前
掲
書
、
三
四
ペ
ー
ジ
。

（
65
）　

商
工
社
編
『
増
訂
五
版　

日
本
全
國
商
工
人
名
録
』
一
九
一
四

年
（
渋
谷
隆
一
編
、
前
掲
書
、
福
井
県
版
所
収
）。

（
66
）　

出
口
稔
編
、
前
掲
書
、
二
七
六
ペ
ー
ジ
。

（
67
）　D

on Bissell, op. cit., p. 110.

（
68
）　Ibid., p. 131.

（
69
）　John Steele Gordon, T

he business of A
m

erica, W
alker 

Publishing Com
pany 2001, p.52. 

本
書
で
は
、
縫
製
作
業
の

細
か
さ
や
道
具
針
の
サ
イ
ズ
な
ど
が
原
因
と
な
っ
て
ミ
シ
ン
の
開

発
が
紡
績
機
・
力
織
機
よ
り
も
遅
れ
た
点
が
指
摘
さ
れ
、
開
発
後

に
は
む
し
ろ
急
速
に
普
及
し
た
要
因
を
も
的
確
に
導
出
し
て
い
る
。

産
業
革
命
に
お
い
て
ミ
シ
ン
と
鉄
材
と
が
主
要
な
製
品
と
な
っ
た

点
も
強
調
し
て
い
る
。

（
70
）　

個
別
家
庭
と
い
う
よ
り
も
、
家
庭
群
と
名
づ
け
る
の
が
正
確
か

と
思
わ
れ
る
。

（
71
）　

暗
黙
知
と
形
式
知
に
つ
い
て
は
、
進
化
経
済
学
会
編
『
進
化
経

済
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
共
立
出
版
、
二
〇
〇
六
年
、
四
三
六
、
四

五
九
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。

（
72
）　

K
arl M

arx - F
riedrich E

ngels - W
erke, Band 23, D

ietz 
V
erlag, 1962, S. 494.

（
73
）　

グ
ラ
ハ
ム
・
マ
ー
シ
ュ
他
『
デ
ニ
ム
・
バ
イ
ブ
ル
』
田
中
敦
子

訳
、
ブ
ル
ー
ス
・
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
ズ
、
二
〇
〇
六
年
。

（
74
）　

一
八
三
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
へ
八
〇
台
の
ミ
シ
ン
を
納
品
し

た
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
・
テ
ィ
モ
ニ
エ
は
、
初
期
ミ
シ
ン
開
発
者
の
一

人
に
列
せ
ら
れ
る
が
、
四
八
年
に
彼
の
商
店
は
手
縫
い
テ
ー
ラ
ー

た
ち
に
よ
っ
て
打
ち
壊
さ
れ
た
（D

on Bissell, op. cit., p. 51.

）。

以
後
、
こ
の
よ
う
な
テ
ー
ラ
ー
た
ち
に
よ
る
反
発
に
よ
っ
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ミ
シ
ン
縫
製
は
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
非
常
に
限
定

的
な
展
開
に
と
ど
ま
っ
た
（
仁
野
覚
『
フ
ラ
ン
ス
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
光
と
影
』
繊
研
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年
）。
仁
野
は
、
一
八
五

一
年
の
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
で
、
シ
ン
ガ
ー
社
が
既
に
「
ス
タ

ー
的
商
品
」
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
点
も
取
り
上
げ
て
い
る

（
同
書
、
一
七
五
ペ
ー
ジ
）。

（
75
）　

カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
『
マ
ル
ク
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
五

資
本

論

第
一
巻
（
下
）』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）、
一
五
一
〜
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一
五
二
ペ
ー
ジ
。

（
76
）　

同
書
、
一
五
二
ペ
ー
ジ
。

（
77
）　

同
書
、
一
四
八
ペ
ー
ジ
。
な
お
、「
卸
商
」
と
訳
さ
れ
て
い
る

「W
arenm

agazine

」
は
「
製
品
在
庫
」
と
訳
し
た
。
マ
ル
ク

ス
は
、
工
場
労
働
に
お
け
る
一
定
量
の
素
材
に
焦
点
を
当
て
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
複
数
の
部
分
労
働
者
が
段
階
的
に
最
終
形
態
に
ま

で
作
業
を
進
め
る
時
間
的
系
列
を
工
場
が
備
え
て
い
る
点
を
指
摘

し
、
他
方
で
、
工
場
そ
の
も
の
を
総
合
機
械
と
捉
え
る
（
喩
え

る
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
々
な
素
材
が
同
時
に
存
在
し
て
い
る
点

に
着
目
し
て
い
る
。
こ
の
観
点
に
も
と
づ
き
、
部
分
的
労
働
者
の

結
合
に
よ
っ
て
比
喩
的
に
利
用
さ
れ
る
「
総
合
労
働
者
」
が
単
独

で
作
業
し
て
い
る
と
叙
述
す
る
。
そ
の
よ
う
な
総
合
労
働
者
が
作

業
で
同
時
に
利
用
す
る
素
材
群
は
「
空
間
的
並
列
へ
と
変
換
さ
れ

て
い
る
」（
以
上
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
『
マ
ル
ク
ス
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
四

資
本
論

第
一
巻
（
上
）』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
五

年
、
五
〇
七
〜
五
〇
八
ペ
ー
ジ
）。
こ
の
よ
う
に
、
総
合
機
械
と

し
て
工
場
を
捉
え
る
マ
ル
ク
ス
の
観
点
に
た
て
ば
、
素
材
群
は
中

間
製
品
在
庫
と
し
て
機
能
し
た
と
い
え
る
。
一
九
世
紀
中
期
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
製
品
在
庫
の
登
場
は
工
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、

商
店
街
や
百
貨
店
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
（
ヴ
ァ
ル

タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
パ
リ

│
十
九
世
紀
の
首
都
」、『
ベ
ン
ヤ

ミ
ン
著
作
集
六

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
』
川
村
二
郎
・
野
村
修
編
集
解

説
、
晶
文
社
、
一
九
七
五
年
、
一
一
ペ
ー
ジ
）。

（
78
）　

カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
、
前
掲
『
マ
ル
ク
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
五
』、

一
四
九
ペ
ー
ジ
。

（
79
）　

同
右
。
た
だ
し
、「W

arenm
agazine

」
に
つ
い
て
は
注（
77
）

に
準
ず
る
。

（
80
）　

同
上
、
一
〇
ペ
ー
ジ
。

（
81
）　

中
岡
哲
郎
『
工
場
の
哲
学
』（
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
）
は
、

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
の
観
点
か
ら
工
場
内
分
業
体
制
を
具
体
的

に
考
察
し
て
お
り
、
機
械
と
人
間
の
協
働
作
業
に
着
目
し
た
。

（
82
）　K

arl M
arx - Friedrich Engels, a.a.O

., S. 494.

（
83
）　

家
庭
内
の
裁
縫
に
関
す
る
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
、
前
掲
『
マ

ル
ク
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
五
』、
三
九
ペ
ー
ジ
、
参
照
の
こ
と
。

　
　
　
（
い
わ
も
と　

し
ん
い
ち
・

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
）


